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『
民
情
一
新
』
覚
え
書

—
—

官
民
調
和
論
と
の
関
係
に
お
い
て

松

沢

弘

陽

そ
の
後
こ
の
本
に
つ
い
て
の
研
究
は
長
い
間
現
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
空
白

を
埋
め
た
最
近
の
す
ぐ
れ
た
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
と
対
照
的
に
、『
民
情
一

新
』
を
、
政
治
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
明
治
十
四
年
政
変
前
後
の
激
動
す
る

政
治
的
対
抗
状
況
の
中
で
と
ら
え
る
。
一
つ
は
坂
野
潤
治
の
「
政
治
的
自
由
主
義

の
挫
折—

—

「
英
国
化
」
と
し
て
の
「
欧
化
」
と
そ
の
変
質
」、
も
う
一
つ
は
伊
藤

彌
彦
の
「
明
治
十
四
年
の
政
変
と
「
人
心
」
教
導
構
想—

—

福
澤
諭
吉
の
時
代
か

ら
井
上
毅
の
時
代
へ
」（
上
・
下
）
で
あ
り
、「
下
」
は
坂
野
の
研
究
を
ふ
ま
え
た
上

で
書
か
れ
て
い
る
。
両
者
は
と
も
に
、『
民
情
一
新
』
を
、
一
般
に
官
民
調
和
論
と

し
て
知
ら
れ
る
福
沢
の
政
治
構
想
と
の
関
連
で
と
ら
え
、
か
つ
、
こ
の
前
後
を
通

じ
る
彼
の
政
治
構
想
・
政
治
的
意
見
の
変
化
に
注
目
す
る
。  

周
知
の
よ
う
に
福
沢

は
自
己
の
「
学
者
」 =  

知
識
人
と
し
て
の
、
政
治
家
と
の
役
割
の
差
異
を
強
調
し
な

が
ら
、
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
「
学
者
」
と
し
て
の
役
割
を
通
し
て
き
わ
め
て
政

治
的
に
発
言
・
行
動
し
た
。
明
治
十
四
年
政
変
前
後
は
、
そ
の
福
沢
が
現
実
政
治

一

『
民
情
一
新
』
は
、
一
八
七
九（
明
治
十
二
）年
、
福
沢
が
当
時
の
彼
と
し
て
は
ま

れ
な
集
中
し
た
執
筆
で
書
き
下
し
た
力
作
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は
古
く
か
ら
注

目
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
小
さ
い
本
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
検
討
は
意
外

に
少
な
く
、
ま
た
そ
の
少
な
い
検
討
に
は
一
つ
の
は
っ
き
り
し
た
対
照
が
見
ら
れ

る
。  

こ
の
本
に
つ
い
て
初
め
て
本
格
的
に
論
じ
た
の
は
、
小
泉
信
三
の
「
福
澤
諭

吉
の
歴
史
観—

—

『
民
情
一
新
』
と
『
旧
藩
情
』」
で
あ
っ
た
。
小
泉
は
永
田
広
志

が
『
日
本
唯
物
論
史
』 （
一
九
三
八
年
）
で
、
こ
の
本
に
日
本
に
お
け
る
唯
物
史
観

の
先
駆
と
し
て
注
目
し
た
理
解
の
実
質
的
延
長
線
上
で
、『
民
情
一
新
』
を
科
学
技

術
史
観
な
い
し
一
種
の
唯
物
史
観
に
立
っ
た
歴
史
観
の
書
物
と
し
て
と
ら
え
、
さ

ら
に 『
民
情
一
新
』
に
長
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
近
代
史
の
書
物
の
同
定

を
行
っ
た
。
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に
最
も
深
く
か
か
わ
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
民
情
一
新
』
に
つ
い

て
の
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
対
照
的
な
二
つ
の
傾
向
に
対
し
て
、
丸
山
眞
男
の
『「
文
明
論
之
概

略
」
を
読
む
』
下
巻
で
は
、『
民
情
一
新
』
は
「
直
接
に
は
や
は
り
や
や
長
い
時
間

幅
を
と
っ
た
時
事
論
で
す
が
、
問
題
と
し
て
は
新
た
な
原
理
論
を
含
む
未
完
の
作

品
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
上
、「
第
一
級
の
思
想
的
著
作
」
と
評
価
す
る
。

小
論
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
、『
民
情
一
新
』
に
つ

い
て
、
そ
の
「
文
明
」
の
原
理
論
の
側
面
に
力
点
を
お
い
て
検
討
を
試
み
る
。
そ

の
際
の
関
心
は
以
下
の
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。『
民
情
一
新
』
に
お
け
る
「
文
明
」

の
原
理
論
の
、『
文
明
論
之
概
略
』
の
そ
れ
か
ら
の
連
続
と
変
化
。
こ
の
変
化
に
、

『
民
情
一
新
』
に
引
か
れ
る
西
洋
の
書
物
が
ど
の
程
度
か
わ
っ
て
い
る
か
。
こ
の
変

化
に
、
西
洋
の
書
物
の
影
響
と
は
別
な
、
福
沢
自
身
の
同
時
代
経
験
が
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
。『
民
情
一
新
』
で
は
「
未
完
」
な
い
し
未
発
の
構
想
が
、

『
民
情
一
新
』
と
関
係
の
深
い
、
そ
の
後
の
一
連
の
著
作
の
中
に
ど
の
よ
う
に
現
れ

て
い
る
か—

—

で
あ
る
。『
文
明
論
之
概
略
』
は
、「
文
明
」
と
い
う
概
念
で
と
ら

え
た
世
界
史
の
長
期
の
展
望
の
光
の
も
と
に
、
日
本
の
当
面
の
国
民
国
家
形
成
の

構
想
を
示
す
企
て
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
『
民
情
一
新
』
も
、「
文
明
」
の
長
期

の
見
通
し
の
も
と
で
日
本
の
政
治
制
度
に
つ
い
て
、
福
沢
自
身
の
従
来
の
構
想
を

修
正
し
て
新
し
い
構
想
を
示
そ
う
と
す
る
企
て
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
福
沢
の
政

治
構
想
は
つ
ね
に
、「
文
明
」
論
と
い
う
形
の
彼
の
世
界
史
の
見
通
し
に
基
礎
を
お

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
民
情
一
新
』
に
お
け
る
「
文
明
」
の

原
理
論
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
こ
の
書
物
の
前
後
に
わ
た
る
福
沢
の
政
治
構
想
の

理
解
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
民
情
一
新
』
の
前
後
を
通
じ
て
、
福
沢
の
思

想
が
変
化
し
た
と
い
う
場
合
に
福
沢
の
思
想
の
レ
ベ
ル
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
変

わ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

二

『
民
情
一
新
』
緒
言
と
全
五
章
は
、「
世
界
古
今
、
何
れ
の
社
会
に
も
行
は
れ
」

る
、
普
遍
的
な
「
保
守
」
と
「
進
取
」
の
分
化
・
対
立（
第
一
章
）か
ら
説
き
起
こ

し
て
、
十
九
世
紀
を
通
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
革
命
の
社
会
的
影
響
の
問
題

に
集
約
し（
第
三
章
）、
そ
れ
を
人
民
の
反
抗
と
政
府
の
圧
制
と
の
循
環
と
い
う
局

面
に
集
中
し
て
と
ら
え（
第
四
章
）、
こ
の
よ
う
な
十
九
世
紀
社
会
の
原
理
論
的
な

認
識
の
上
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
政
治
制
度
の
構
想
を
示
す（
第
五
章
）と
い
う
、

論
理
的
に
堅
固
な
構
成
を
も
ち
、
十
九
世
紀
文
明
に
つ
い
て
の
予
言
的
な
言
説
は

斬
新
大
胆
で
明
快
で
あ
る
。
し
か
し
テ
ク
ス
ト
を
注
意
深
く
た
ど
っ
て
ゆ
け
ば
、

説
明
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
首
尾
一
貫
も
し
て
い
ず
、
ま
た
行
論
の
構
成

や
概
念
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
り
整
合
的
で
な
か
っ
た
り
す
る
。
一
見
明
快
な
印
象

以
上
に
複
雑
で
、
多
く
の
未
完
の
思
想
が
ほ
と
ん
ど
展
開
さ
れ
な
い
ま
ま
各
所
に
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
こ
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
、

構
成
も
多
少
組
み
な
お
し
て
、
テ
ク
ス
ト
全
編
の
諸
論
点
を
整
理
し
て
み
た
い
。

第
一—

 

五
章
を
書
き
上
げ
た
上
で
最
後
に
書
か
れ
た
、「
緒
言
」
は
、「
文
明
」

概
念
の
再
定
義
か
ら
始
ま
る
。
福
沢
は
「
文
明
」
の
「
原
因
」
を
「
社
会
交
通

の
便
」
に
し
ぼ
っ
た
上
で
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
蒸
気
船
車
・
電
信
・
郵
便
・
印

刷
を
生
み
出
し
た
、「
近
時
文
明
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
革
命
的
変
化
を
も
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た
ら
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
革
命
は
『
民
情
一

新
』—

—
社
会
全
体
に
わ
た
る
不
断
の
変
化
と
、
人
間
の
意
識
と
行
動
の
革
命
的
変

化—
—

を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
変
化
は
好
ま
し
い
面
か
ら
好
ま
し
く
な
い
面
ま
で

多
岐
に
わ
た
る
が
、
福
沢
が
関
心
を
集
中
す
る
の
は
、「
不
平
」
と
「
騒
擾
」
の

「
心
波
情
海
滔
々
た
る
」
動
揺
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
発

明
し
実
用
に
供
し
た
者
自
身
の
予
想
を
こ
え
、「
発
明
者
」
自
身
に
も
制
御
不
可
能

と
な
っ
て
、
彼
を
狼
狽
さ
せ
る
。「
狼
狽
」
は
『
民
情
一
新
』
の
キ
イ
・
ワ
ー
ド
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
近
時
文
明
」
の
特
質
で
あ
る
。
福
沢
は
そ
の
具
体
例
と

し
て
、
西
洋
に
お
け
る
「
貧
賎
者
の
人
事
、
次
第
に
異
常
な
る
」
現
れ
と
し
て
の

英
国
に
お
け
る
「
役
夫
の
輩
」
の
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
の
活
発
化
に
論
及
し
、
さ
ら

G

に
英
国
の
植
民
家
・
植
民
理
論
家

  

・
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
『
植
民
論
』
か

ら
、「
下
民
」 （com

m
on people

） 

の
教
育
は
彼
ら
の
「
不
平
」
を
増
す
ば
か
り
で

あ
り
、  

結
果
は
「
チ
ャ
ル
チ
ス
ム
」
と
「
ソ
シ
ャ
リ
ス
ム
」
だ
と
す
る
一
節
を
引

用
す
る
。
そ
し
て
彼
は
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
と
ソ
シ
ャ
リ
ズ
ム
も
フ
ラ
ン
ス
に
流

行
す
る
「
社
会
党
」  

の
同
類
だ
と
注
解
す
る
の
で
あ
る
。

「
緒
言
」
は
、
日
本
の
知
識
人
の
西
洋
「
盲
信
」
批
判
を
も
っ
て
結
ば
れ
る
。
批

判
の
意
味
は
二
重
で
あ
っ
た
。
第
一
に
「
盲
信
」
の
対
象
と
さ
れ
日
本
の
モ
デ
ル

と
さ
れ
る
の
が
実
は
、「
近
時
」
よ
り
も
古
い
時
代
の
西
洋
の
「
文
明
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
西
洋
の
「
近
時
文
明
」
の
現
実
は
西
洋
人
自
身
が
「
狼
狽
」
し
「
朝
野
共

に
ま
だ
其
方
向
を
得
ざ
る
」
と
い
う
混
迷
で
あ
っ
て
日
本
が
モ
デ
ル
と
す
る
に
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
い
う
二
重
の
倒
錯
で
あ
る
。

「
緒
言
」
に
お
い
て
十
九
世
紀
「
近
時
の
文
明
」
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
を
つ

き
つ
け
た
福
沢
は
、
第
一
章
で
、「
世
界
古
今
、
何
れ
の
社
会
に
も
」
存
在
す
る

「
保
守
」
と
「
進
取
」
と
二
主
義
の
分
化
と
い
う
最
も
一
般
的
な
問
題
の
検
討
か
ら

出
発
す
る
。
そ
れ
は
き
わ
め
て
普
遍
的
な
事
実
だ
が
、
福
沢
は
、
文
明
未
発
達
の

「
今
の
世
界
」
に
お
い
て
は
、
両
者
が
「
各
其
働
を
顕
は
し
、
又
各
一
時
に
其
働
を

逞
ふ
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
、
相
互
に
軋
轢
し
、
そ
の
軋
轢
錬
磨
の
際
に
、
些
少

の
進
歩
を
見
る
も
の
な
り
」
と
い
う
。
両
者
の
「
平
均
」
を
通
じ
る
漸
進
的
進
歩
、

こ
れ
を
『
民
情
一
新
』
に
お
け
る
進
歩
の
第
一
命
題
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
進
歩
の
原
動
力
は
、
あ
く
ま
で
「
進
取
」
の
主
義
で
あ
る
。
保
守
の
圧
力
が
い

か
に
強
く
て
も
進
取
の
力
は
そ
れ
を
の
り
こ
え
る
。「
さ
れ
ば
、
進
取
は
積
極
の
働

に
し
て
、
保
守
は
消
極
の
働
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。
実
の
利
益
は
積
極
に
在
て
、

此
利
益
を
取
る
の
法
を
緩
和
し
又
制
節
す
る
は
消
極
の
働
な
り
」。
こ
れ
を
同
じ
く

第
二
命
題
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

な
お
こ
の
よ
う
な
進
歩
の
主
義
に
つ
い
て
福
沢
は
、
そ
の
手
段
に
つ
い
て
「
旧

物
を
保
在
し
、
又
こ
れ
を
変
形
し
て
、
進
取
の
取
に
利
用
す
可
き
も
の
多
し
」
と

い
う
。
進
歩
の
主
義
を
「
本
体
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
「
方
便
」
と
し
て
は
保
守

の
主
義
を
組
み
入
れ
る
と
い
う
政
策
で
あ
り
、
同
じ
く
第
三
命
題
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
『
民
情
一
新
』
で
は
そ
の
一
端
が
示
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
が
、
や
が
て

『
時
事
小
言
』
第
一
編（
一
八
八
○
年
執
筆
）で
は
、「
資
力
変
形
の
主
義
」
と
し
て
概

念
化
さ
れ
る
に
い
た
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
原
理
的
認
識
を
示
し
た
上
で
、「
今
の

世
界
」
に
お
け
る
将
来
の
予
見
能
力
が
、
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
方
で
は
僅

か
「
十
数
年
」
の
将
来
を
「
臆
測
」
し
て
、
相
対
的
に
有
用
な
手
段
を
と
り
い
れ
、

他
方
で
は
、
進
歩
の
政
策
は
今
日
に
お
い
て
は
十
分
に
は
実
現
出
来
な
い
か
ら
「
策

3
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議
論
は
、「
古
」
か
ら
「
近
代
」
に
い
た
る
自
然
科
学
上
の
理
論
と
応
用
技
術
の
発

ヽ
ヽ

明
発
見
の
中
か
ら
、「
其
実
用
」（
傍
点
松
沢
、
以
下
同
様
）
に
お
い
て
、「
社
会
の

全
面
に
直
接
の
影
響
を
お
よ
ぼ
し
」、「
人
類
肉
体
の
禍
福
の
み
な
ら
ず
、
其
内
部

の
精
神
を
動
か
し
て
、
智
徳
の
有
様
を
も
一
変
」
し
た
「
利
器
」
の
最
た
る
も
の

と
し
て
、
蒸
気
船
・
蒸
気
車
、
電
信
・
印
刷
・
郵
便
、
つ
ま
り
広
義
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
五
つ
を
と
り
あ
げ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
前
三
者
と
後
二
者

（
具
体
的
に
は
、
新
聞
・
雑
誌
と
郵
便
）と
を
、
前
三
者
を
物
と
人
と
の
輸
送
・
流

通
に
か
か
わ
る
技
術
、
後
二
者
を
情
報（—

福
沢
は
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
こ
と
ば
を
使
う
）の
伝
播
に
か
か
わ
る
技
術
と
し
て
区
別
し
、
そ
の
「
功
徳
」

の
評
価
に
つ
い
て
微
妙
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
蒸
気
船
車
と
電
信

は
、
経
済（
商
品
流
通
の
促
進
と
統
一
市
場
の
拡
大
）、
軍
事
・
政
治
行
政
な
ど
、  

社

会
諸
領
域
を
ま
き
こ
ん
で
「
世
界
の
全
面
を
一
変
」
す
る
影
響
の
広
が
り
に
お
い

て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
そ
の
深
刻
な
影
響
の
評
価
に
お
い
て
は
、「
人

を
貧
に
し
、
人
を
富
ま
し
、
人
を
智
に
し
、
人
を
愚
に
し
、
甚
し
き
は
人
を
生
か

し
、 

国
を
興
し
、
国
を
滅
す
こ
と
あ
り
」
と
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
両
面
を
み
と

め
、  

両
義
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
印
刷—

新
聞
・
雑
誌
と
郵
便—

「
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
」—

に
つ
い
て
は
、
人
を
し
て
「
聞
見
広
く
て
勇
生
じ
」、「
活    

発

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

に
し
て
進
取
敢
行
の
気
力
に
富
む
」
に
い
た
ら
せ
る
変
化
を
の
べ
る
。「
内
部
の
精

神ヽ
を
動
か
し
て
、
智
徳
の
有
様
を
も
一
変
」
す
る
と
い
う
変
化
は
こ
の  

「
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」  

の
作
用
に
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の

評
価
は
、
基
本
的
に
肯
定
的
で
あ
る
。

西
洋
に
お
い
て
す
で
に
実
現
し
た
、「
近
時
の
文
明
」
の
「
利
器
」
の
「
功
徳
」

を
今
日
に
建
て
、
勝
を
数
十
年
の
後
に
期
す
る
の
み
」
と
す
る
。『
民
情
一
新
』
お

よ
び
そ
れ
と
緊
密
に
結
び
つ
い
た
著
作
に
お
け
る
政
治
構
想
を
理
解
す
る
た
め
に
、

時
間
の
展
望
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
考
え
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

第
二
章
に
お
い
て
は
、
多
様
な
社
会
集
団
が
、
保
守
・
進
取
両
主
義
の
ど
ち
ら

を
受
け
入
れ
易
い
か
を
検
討
す
る
。
都
会
と
田
舎
、
智
と
愚
、
年
少
と
老
成
人
、

貧
と
富
、
民
と
官
。
こ
の
う
ち
民
と
官
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
実
際
に
は
第
四
章

の
主
題
を
先
取
り
し
て
お
り
、
こ
こ
で
の
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
第
四
章
で
再
度
、

よ
り
く
わ
し
く
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
五
つ
の
社
会
的
分
化
の
対
立
項
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
前
項
の
集
団
が
進
歩
の
主
義
を
受
け
入
れ
易
い
、
と
い
う
福

沢
の
見
解
に
は
と
り
た
て
て
特
異
な
も
の
は
な
く
、
説
明
の
必
要
は
少
な
い
で
あ

ろ
う
。
た
だ
そ
の
よ
う
に
一
見
教
科
書
的
な
一
般
論
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
分
類
は
、
福
沢
が
西
洋
と
日
本
に
お
け
る
、「
近
時
の
文
明
」
の
も
と
で

の
不
安
と
騒
擾
と
の
背
景
を
対
比
す
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
。

「
日
本
に
て
も
議
論
の
盛
な
る
者
は
、
必
ず
居
家
を
定
め
ざ
る
書
生
の
中
に
多
き
こ

と
な
ら
ん
。
此
流
の
人
は
今
後
増
す
あ
り
て
減
ず
る
無
し
。
其
処
置
次
第
に
国
の

事
を
為
す
可
し
、 

亦
大
に
益
を
為
す
可
し
」
と
い
う
一
節
は
、
福
沢
に
お
い
て
、  
無

産
で
浮
動
的
な 「
書
生
」
層
が
、「
近
時
の
文
明
」
の
引
き
起
す
巨
大
な
社
会
変
動

全
体
の
方
向
を
左
右
す
る
、
決
定
的
な
社
会
層
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
四
章
の
検
討
の
中
で
ま
た
ふ
れ
た
い
。

文
明
の
進
歩
に
お
け
る
進
取
と
保
守
と
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
検
討
の
上
で
、

第
三
章
に
い
た
っ
て
、「
緒
言
」
に
お
い
て
予
告
さ
れ
て
い
た
「
近
時
の
文
明
」、

十
九
世
紀
の
文
明
の
「
利
器
」
と
そ
の
効
果
の
問
題
に
ふ
み
こ
む
。
こ
こ
で
は
、
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を
記
述
し
た
上
で
福
沢
は
、
日
本
に
お
け
る
そ
れ
に
つ
い
て
の
べ
、
こ
こ
で
も
文

明
の
利
器
の
影
響
は
「
雑
誌
、
新
聞
、
郵
書
」
と
鉄
道
・
蒸
気
船
・
電
信
と
に
分

け
て
検
討
さ
れ
る
。
彼
は
、
そ
の
将
来
に
お
け
る
影
響
を
予
測
し
て
、
一
言
で
い

え
ば
、「
国
の
全
面
を
翻
し
て
一
場
の
都
会
に
変
じ
た
る
も
の
」
が
も
た
ら
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
人
と
物
と
情
報
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ

ム
の
拡
大
と
統
一
に
促
さ
れ
た
、
情
報
化
社
会
と
し
て
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
と

い
え
よ
う
。 

西
洋
に
お
け
る
文
明
の
利
器
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
既
に
も

た
ら
し
た
事
実
が
の
べ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
に
お
け
る
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

未
発
達
で
あ
る
が
ゆ
え
に
も
っ
ぱ
ら
「
想
像
を
以
て
今
後
の
変
化
を
押
し
量
」
る

こ
と
を
の
べ
、  

た
だ
変
化
が
「
意
外
に
大
に
し
て…

…

意
外
に
広
か
る
可
」
き
こ

と
を
強
調
す
る
。 「
近
時
の
文
明
」
の
先
進
国
に
お
い
て
も
後
発
国
に
お
い
て
も
結

局
、
文
明
の
利
器
の
影
響
を
予
見
す
る
こ
と
は
「
人
智
に
及
ば
ざ
る
こ
と
」
な
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
明
の
利
器
は
、
開
国
に
よ
っ
て
西
洋
か
ら
日
本
に
導
入
さ
れ
た
。

そ
の
こ
と
は
日
本
の
国
際
関
係
と
国
内
と
両
方
の
変
化
を
意
味
す
る
。
こ
の
う
ち
、

開
国—

—

西
欧
国
家
体
系
へ
の
加
入—

—

は
、
文
明
の
利
器
の
影
響
に
よ
る
主
権

国
家
関
係
の
激
変
と
い
う
角
度
か
ら
、
や
が
て
と
ら
え
な
お
さ
れ
る
。『
時
事
小
言
』

が
そ
の
始
ま
り
で
あ
り
、「
外
交
論
」（
一
八
八
三
年
）
で
は
、「
文
明
の
利
器
其
働

を
逞
ふ
し
て
各
国
の
交
際
次
第
に
劇
を
加
ふ
」
と
の
べ
ら
れ
る
に
い
た
る
。
し
か

し
さ
し
あ
た
り
、『
民
情
一
新
』
で
は
、
文
明
の
利
器
が
国
民
国
家
の
内
部
に
も
た

ら
す
激
動
に
考
察
が
集
中
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
を
通
じ
て
、「
近
時
の
文
明
」
の
利
器
の
影
響
に
つ
い
て
福
沢
が
の
べ
る

と
こ
ろ
は
、
全
体
と
し
て
楽
観
的
で
あ
る
。
福
沢
は
す
で
に
『
西
洋
事
情
』
初
編

で
も
外
編
で
も
蒸
気
機
関
、
蒸
気
船
車
と
そ
の
発
明
に
つ
い
て
語
り
、
初
編
の
扉

に
は
蒸
気
船
蒸
気
機
関
車
の
引
く
列
車
と
電
信
線
の
絵
と
と
も
に
、「
蒸
気
済
人
、

電
気
傳
信
」
と
い
う
標
語
を
か
か
げ
て
い
た
。
第
三
章
で
も
そ
れ
を
う
け
て
、「
近

時
の
文
明
」
の
利
器
が
、
人
間
の
内
面
と
社
会
関
係
と
、
両
面
に
お
よ
ぼ
す
巨
大

な
変
化
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
好
ま
し
い
面
が
の
べ
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
ト
ー
ン
は
第
四
章
に
入
る
と
一
変
す
る
。

近
時
文
明
の
利
益
は
保
守
派
と
改
進
派
と
ど
ち
ら
を
利
す
る
か
、
と
い
う
問
い

で
第
四
章
は
始
ま
る
。
た
だ
ち
に
改
進
派
だ
と
結
論
さ
れ
る
が
、
な
ぜ
そ
う
で
あ

る
か
の
説
明
は
全
く
な
い
。
そ
の
上
で
こ
の
保
守
派
対
改
進
派
に
お
け
る
文
明
の

利
器
の
効
用
の
対
比
は
、
政
府
対
人
民
に
お
け
る
そ
れ
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
こ

こ
で
、
政
府
と
人
民
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
社
会
に
お
け
る
機
能
上
、
本
来
的
に

保
守
的
と
改
進
的
で
あ
る
と
い
う
、
第
二
章
の
主
題
が
再
現
す
る
。
第
二
章
で
は
、

政
府
は
、
全
体
の
統
一
的
支
配
を
行
う
が
ゆ
え
に
、
支
配
は
画
一
的
で
あ
り
秩
序

の
現
状
維
持
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
し
た（「
一
定
不
変
」）。
そ
れ
に
加
え
て
第

四
章
で
は
、
政
府
は
そ
の
役
割
上
、
多
面
的
な
現
状
を
考
慮
す
る
の
で
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
人
民
は
、
第
二
、
四
章
を
通
じ
て

「
唯
一
方
に
進
み
て
前
後
に
顧
る
所
あ
ら
」
ず
だ
と
さ
れ
る
。『
文
明
論
之
概
略
』

第
五
章
で
尊
王
攘
夷
論
を
「
単
一
の
論
」
と
評
し
た
の
と
同
じ
、
判
断
の
一
面
性

と
、
そ
こ
か
ら
来
る
、
政
府
に
対
し
て
よ
り
急
速
な
変
化
を
求
め
る
性
向
が
人
民

に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
る（「
直
行
急
進
」）。

福
沢
は
、
こ
の
よ
う
な
「
一
定
不
変
」
と
「
直
行
急
進
」
と
い
う
官
民
の
本
来
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的
な
対
立
が
「
近
時
の
文
明
」
の
「
利
器
」
の
作
用
に
よ
っ
て
一
層
激
し
く
な
る

と
い
う
。
こ
れ
が
第
四
章
の
、
そ
し
て
「
緒
言
」
に
通
じ
る
、
本
書
の
大
テ
ー
マ

で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
の
彼
の
説
明
は
十
分
成
り
立
つ
だ
ろ
う
か
。
福

沢
は
「
譬
へ
ば
妥
に
名
望
高
き
学
士
論
客
が
、
一
編
の
雑
誌
を
発
兌
し
、
一
場
の

演
説
会
を
開
て
新
説
を
唱
る
こ
と
あ
れ
ば
、 

其
説
は
忽
ち
社
会
の
全
面
に
流
布
し

て
、 

一
時
に
人
心
を
動
か
し
、
熱
心
以
て
直
に
其
方
向
に
進
ま
ん
と
す
る
人
民
の

常
態
な
れ
ど
も…

…

」
と
の
べ
る
。
雑
誌
の
発
行
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
印
刷
、

郵
便
、
蒸
気
車
と
い
う
「
近
時
の
文
明
」 

の
利
器
は
、
た
し
か
に
「
新
説
」
が
社

会
の
全
面
に
流
布
す
る
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
直
に
其
方
向
に
進
ま
ん

と
す
る
」
と
い
う
判
断
の
一
面
性
と
性
急
さ
の
方
は
、
こ
の
文
明
の
「
利
器
」
と

は
直
接
に
は
関
係
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
説
明
は
不
十
分
で
あ
る
が
福
沢
は
、
政

府
と
人
民
と
の
、
本
来
的
な
対
立
が
十
九
世
紀
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達

と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
全
く
新
し
い
局
面
に
入
っ
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

人
民
の
側
か
ら
の
政
府
に
対
す
る
不
満
の
増
大
は
、
そ
れ
に
対
す
る
反
動
と
し

て
、
政
府
の
側
の
「
専
政
」
を
呼
び
起
し
、
両
者
の
循
環
が
深
刻
化
す
る
。
そ
の

赴
く
と
こ
ろ
、「
人
民
も
政
府
も
共
に
狼
狽
し
て
方
向
に
迷
ふ
者
の
如
し
」
で
あ
る

が
、
人
民
の
反
抗
は
、
近
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
を
背
に
し
て
い
る
が
故
に

政
府
の
「
専
政
」
は
、
最
終
的
に
は
力
を
失
う
と
さ
れ
る
。
福
沢
は
、
こ
の
よ
う

な
趨
勢
の
著
し
い
例
と
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
フ
ラ
ン
ス
帝
国
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
一
世
の
ド
イ
ツ
帝
国
、 

ニ
コ
ラ
イ —

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
二
世
の
ロ
シ
ア
帝
国
の

例
を
あ
げ
る
が
、
注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
諸
国
の
「
専
制
」
が
そ
の
後
進

性—
—

「
旧
套
」—

—

か
ら
で
は
な
く
、
ま
さ
に
十
九
世
紀
に
お
け
る
新
し
い
テ
ク

ヽ
ヽ
ヽ

ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
新
し
い
「
専
制
」
だ
と
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
福
沢
は
反
抗
と
「
専
制
」
が
循
環
す
る
構
造
の
例
と
し
て
、「
一
八
七

○
年
英
国
刊
行
エ
カ
ル
ド
氏 

著
の
魯
西
亜
近
世
史
」
す
な
わ
ち Julius E

ckardt,

M
odern R

ussia, 1870 

の
う
ち R

ussia under A
lexander II 

の
章
、
全
文
一
七
○

頁
を
参
照
す
る
。

こ
の
論
文
は
、
ニ
コ
ラ
イ
帝（
在
位
一
八
二
五—

五
五
年
）か
ら
ア
レ
キ
サ
ン
ド

ル
二
世
の
統
治
下
の
一
八
七
○
年
に
い
た
る
ロ
シ
ア
帝
国
の
最
近
政
治
史
で
あ
る

が
、
福
沢
は
『
民
情
一
新
』
を
貫
く
彼
の
関
心
か
ら
し
て
、
こ
の
本
に
お
け
る
五

十
年
近
い
ロ
シ
ア
政
治
史
の
記
述
を
大
胆
に
再
構
成
す
る
。
即
ち
、
一
方
で
は
皇

室
と
貴
族
層
と
の
対
立
、
官
僚
制
・
司
法
制
度
・
地
方
行
政
の
変
革
、
農
奴
解
放

と
農
地
改
革
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
始
め
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
等
諸
属
領
の

独
立
運
動
と
い
っ
た
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
諸
問
題
は
全
く
省
略
さ
れ
る
。
他
方
、
こ

れ
に
対
し
て
記
述
が
集
中
す
る
の
は
、
体
制
批
判
勢
力
に
よ
る
新
聞
の
刊
行—

—

そ
れ
も
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
『
コ
ロ
コ
ル
』
と
彼
に
対
抗
す
る
カ
ト
コ
フ
の
『
ル

ス
キ
ー
・
ヴ
ェ
ス
ト
ニ
ク
』
に
し
ぼ
ら
れ
る—

—

と
そ
の
巨
大
な
影
響
力
、
そ
れ

に
動
か
さ
れ
た
「
書
生
」・「
書
生
党
」—

—

学
生—

—

と
「
有
志
者
」、「
自
由
党
」

（
原
文
は national dem

ocratic party

）、 

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
ら
「
社
会
党
」
の
活
発
な

運
動
と   

「
ニ
ヒ
リ
ス
ト
」
に
よ
る
皇
帝
の
暗
殺
未
遂
事
件
で
あ
る
。

福
沢
は
こ
の
よ
う
な
新
し
い
「
専
制
」
の
台
頭
と
い
う
問
題
の
指
摘
を
も
と
に

し
て
、
世
界
史
の
将
来
に
つ
い
て
大
き
な
問
題
を
提
起
す
る
。「
文
明
開
化
次
第
に

進
歩
す
れ
ば
、
人
々
を
皆
道
理
に
依
頼
し
て
、
社
会
は
次
第
に
静
謐
を
致
す
可
し

と
の
説
は
、
動
も
す
れ
ば
学
者
の
口
吻
に
開
く
所
な
れ
ど
も
、
畢
竟
漠
然
た
る
妄

4

( 
)
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想
に
し
て
、
毫
も
証
拠
な
き
も
の
な
り
。
今
の
事
物
の
進
歩
を
見
て
、
果
し
て
之

を
文
明
開
化
と
す
れ
ば
、
其
進
歩
す
る
に
際
し
て
社
会
の
騒
擾
は
却
て
益
甚
し
か

る
可
き
の
み
」。「
蓋
し
今
の
世
界
の
人
類
は
常
に
理
と
情
と
の
間
に
彷
徨
し
て
帰

す
る
所
を
知
ら
ず
。
之
を
要
す
る
に
、
細
事
は
理
に
依
頼
し
て
、
大
事
は
情
に
由

て
成
る
の
風
な
れ
ば
、
其
情
悔
の
波
に
乗
せ
ら
れ
て
、
非
常
の
挙
動
に
及
ぶ
も
亦
、

こ
れ
を
如
何
と
も
す
可
ら
ず
。
唯
人
類
に
道
理
推
究
の
資
な
き
を
悲
し
む
の
み
。

然
り
而
し
て
其
情
悔
の
波
を
掲
げ
た
つ
も
り
を
尋
れ
ば
、
千
八
百
年
代
に
発
明
工

夫
し
た
る
蒸
気
船
車
、
電
信
、
印
刷
、
郵
便
の
利
器
と
云
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な

り
」。

「
心
波
情
悔
、
滔
々
」
と
「
情
悔
の
波
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、
そ
の
ま
ま
現
代

の
「
情
報
化
社
会
」
を
生
き
生
き
と
表
現
す
る
だ
け
の
真
実
感
が
あ
る
。
し
か
し

こ
こ
で
も
福
沢
は
、
十
九
世
紀
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
革
命
が
ど
の
よ
う
に
し

て
「
細
事
は
理
に
依
頼
し
て
、
大
事
は
情
に
由
て
な
る
」
状
態
を
も
た
ら
し
た

か
に
つ
い
て
、
説
明
ら
し
い
説
明
を
全
く
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
文
明
の
進
歩
は
、
理
性
の
力
の
増
大
で
あ
り
、
社

会
は
秩
序
に
向
っ
て
進
む
で
あ
ろ
う
と
い
う
合
理
主
義
的
楽
観
的
史
観
を
、
む
し

ろ
事
実
に
反
す
る
「
漠
然
た
る
妄
想
」
と
し
て
斥
け
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
明

ら
か
に  

『
文
明
論
之
概
略
』
に
展
開
さ
れ
た
、
社
会
を
支
配
す
る
力
に
お
け
る
、

徳→

智
、
私
智→

公
智
へ
の
重
心
の
相
対
的
な
移
行
、
そ
し
て
人
間
の
知
に
よ

る
人
間
関
係
の
統
御
と
秩
序
の
実
現
と
い
う
歴
史
の
進
歩
の
構
想
に
対
す
る
、
根

本
的
な
自
己
批
判
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

福
沢
は
し
か
し
、
は
そ
の
よ
う
に
歴
史
の
将
来
の
暗
い
見
通
し
を
描
い
て
い
な

が
ら
、
歴
史
の
そ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
を
不
可
避
の
必
然
と
は
考
え
ず
、
人
間
の
知

性
に
よ
っ
て
統
卸
し
回
避
出
来
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
五
章
で

は
一
転
し
て
、
政
府
と
人
民
と
の
対
立
の
激
化
と
い
う
「
時
勢
」
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
よ
く
対
応
し
て
政
治
的
安
定
を
維
持
し
え
て
い
る
英
国
の
政
治
制
度
に
注

目
す
る
。
政
治
的
党
派
が
「
守
旧
」
と
「
改
新
」
と
に
分
化
し
て
い
な
が
ら
、  

ど

ち
ら
に
も
政
権
に
つ
く
可
能
性
を
保
障
す
る
制
度
、
二
大
政
党
に
よ
る
議
院
内
閣

制
と
政
権
交
替
が
そ
れ
で
あ
る
。
福
沢
の
英
国
議
院
内
閣
制
の
理
解
に
つ
い
て
は
、

坂
野
潤
治
の
前
掲
論
文
に
詳
し
い
が
、
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
福
沢
が
英
国

の
政
治
制
度
を
紹
介
す
る
に
当
っ
て
、
そ
れ
が
機
能
す
る
た
め
の
重
要
な
條
件
と

し
て
、
政
治
文
化
の
役
割
を
考
慮
に
入
れ
る
の
を
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、  

人
民
の
政
治
的
分
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
し
く
王
室
を
尊
崇
し
、

ま
た
い
ず
れ
の
党
派
も
福
沢
が
後
に
用
い
た
概
念
で
言
え
ば
「
極
端
主
義
」
を
免

れ
て
互
に
他
を
受
け
い
れ
る
、—

—

一
言
で
言
え
ば
、
政
治
文
化
に
お
け
る
合
意

へ
の
傾
向
と
理
解
し
た
と
い
え
よ
う
。

福
沢
は
十
九
世
紀
文
明
の
條
件
に
よ
く
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
た
英
国
の
議
院

内
閣
制
・
政
権
交
替
の
制
度
を
紹
介
し
た
上
で
再
び
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
制
度
が

必
要
と
さ
れ
る
の
か
、「
今
の
人
類
の
心
情
」
の
問
題
に
も
ど
る
。
福
沢
は
、
一
、

旧
を
厭
い
新
を
喜
ぶ
心
理
。
二
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
行
為
の
中
で
、
政
権
へ
の

参
加
に
最
も
強
い
関
心
を
も
つ
と
い
う
価
値
観
。
三
、
政
権
に
つ
い
た
者
に
対
す

る
嫉
妬
、
四
、  

他
者
の
不
幸
を
喜
ぶ
心
理
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
が
「
政
府
の
変
革
を

好
む
は
世
界
普
通
の
人
情
」
を
も
た
ら
す
と
結
論
す
る
。
福
沢
に
よ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
時
間
、
空
間
の
差
異
を
こ
え
て
、
人
間
に
一
般
的
な
心
理
が
、
と
り
わ
け
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十
九
世
紀
文
明
の
進
歩
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
十
九

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

世
紀
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
十
九
世
紀
特
有

の
「
心
情
」
を
生
み
出
す
の
か
に
つ
い
て
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
説
明
は
全
く
な

ヽ
ヽ

い
。
む
し
ろ
「
世
界
普
通
の
人
情
」—

—

時
間
・
空
間
の
差
異
を
こ
え
た
人
間
心
理

を
導
入
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
問
題
の
十
九
世
紀
特
有
の
様
相
は
あ
い

ま
い
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
か
ら
、
時
に
か
な
っ
た
政
権
交
替
こ
そ
が
政
治
的
安
定
を

維
持
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
そ
れ
は
時
間
・
空
間
の
差
異

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

を
こ
え
て
変
ら
な
い
普
遍
的
真
理
だ
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
唐
代
の
名
臣
の
在
職
期

に
つ
い
て
も
、
徳
川
幕
府
御
老
中
御
勝
手
方
の
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
英
国
の
首
相

の
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
同
じ
傾
向
が
見
出
せ
る
と
し
、
特
に
幕
政
に
つ
い
て
は
、

自
ら
調
査
し
た
例
証
を
あ
げ
る
。
英
国
の
政
権
交
替
の
制
度
も
古
く
か
ら
の
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
十
九
世
紀
の
現
代
に
お
い
て
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

発
達
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
そ
れ
に
適
応
す
る
上
で
、
予
期
さ
れ
な
か
っ
た
大

き
な
効
用
を
発
揮
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
も
政
権
交
替
の
制
度
と
十
九
世
紀

固
有
の
條
件
と
の
関
係
は
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

福
沢
の
結
論
は
、
十
九
世
紀
文
明
が
も
た
ら
す
政
治
的
不
満
と
不
安
定
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
英
国
型
政
治
制
度
を
採
る
以
外
に
な
い
と
い
う
提
言
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
場
合
注
目
に
あ
た
い
す
る
の
は
、
議
院
内
閣
制
と
政
権
交
替
制
採
用

の
視
点
が
、
人
間
の
心
理
に
注
目
す
る
き
わ
め
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
操
作
的

な
点
で
あ
る
。
福
沢
は
こ
れ
に
対
し
て
他
の
文
章
で（
五
で
と
り
あ
げ
る
「
私
権

論
」
な
ど
）議
会
制
を
弁
証
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
根
拠
を
人
民
の
私
権
と
い
う
福

沢
に
と
っ
て
の
最
も
基
本
的
な
価
値
か
ら
立
論
し
て
そ
れ
の
擁
護
の
た
め
の
代
表

と
参
加
に
も
と
め
た
。
そ
の
発
想
は
き
わ
め
て
規
範
的
だ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

こ
こ
で
は
議
院
内
閣
制
と
政
権
交
替
は
、  

政
治
的
不
満
の
解
消—

—

い
わ
ば
「
ガ

ス
抜
き
」—

—

の
手
段
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
福
沢
は
、
こ
の
よ
う

な
手
段
を
以
て
し
て
も
政
治
的
不
満
の
原
因
を
完
全
に
除
く
こ
と
は
不
可
能
な
こ

と
を
認
め
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
機
能
は
、
政
治
的
主
張
が
「
不
平
論
に
て
も
、

ヽ

ヽ
ヽ

正
論
に
て
も
」
そ
れ
に
実
現
の
機
会
を
与
え
、「
政
府
の
毎
一
新
に
、
不
平
の
実
を

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

除
く
に
は
非
ざ
れ
ど
も
、
之
を
瞞
着
し
て
之
を
忘
れ
し
む
る
」
と
こ
ろ
に
求
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
近
時
の
文
明
」
の
考
察
に
も
と
づ
く
、
当
面
の
日
本
に
対
す

る
福
沢
の
提
言
は
簡
潔
で
あ
る
。
第
一
に
国
会
開
設
尚
早
論
に
対
す
る
批
判
。
福
沢

は
か
ね
て
国
会
開
設
尚
早
論
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
民
情
一
新
』
に
お
い

て
は
そ
の
理
由
が
変
る
。
小
論
の
『
民
情
一
新
』「
緒
論
」
の
検
討
で
す
で
に
ふ
れ

た
よ
う
に
、
福
沢
は
日
本
の
知
識
人
の
西
洋
「
盲
信
」
を
き
び
し
く
批
判
し
た
。  

そ

の
「
盲
信
」
は
、「
近
時
」
よ
り
前
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
以
来
「
緩
慢
至
極
の
沿

革
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
漸
進
論
の
根
拠
と
し
、
十
九
世
紀
の
急
激
な
変
化
を
認

識
し
え
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
第
二
に
福
沢
は
、
近
時
文
明
の
急
激
な
変
動
に
対

応
し
う
る
政
権
交
替
の
制
度
を
提
案
す
る
。
二
点
は
い
ず
れ
も
福
沢
の
国
会
開
設

構
想
の
大
き
な
変
化
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
に
の
べ
た
い
。

三

『
民
情
一
新
』
に
お
け
る
「
近
時
の
文
明
」
の
認
識
は
、『
文
明
論
之
概
略
』
に

5
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お
け
る
そ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
ま
た
連
続
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
第
一

に
「
文
明
」
の
概
念
自
体
が
根
本
か
ら
再
定
義
さ
れ
た
。『
文
明
論
之
概
略
』
に
お

い
て
「
文
明
」
は
社
会
総
体
の
智
徳
の
進
歩
と
定
義
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の

中
で
市
民
革
命
を
通
じ
る
国
民
国
家
の
完
成
が
決
定
的
な
画
期
を
な
し
て
お
り
、

明
治
維
新
は
イ
ギ
リ
ス
革
命
・
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
同
位
相
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
る
。『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
福
沢
の
語
彙
に
は
「
近
時
」
と
い
う
こ
と

ば
は
な
か
っ
た
が
、
国
民
国
家
の
形
成
を
近
代
の
始
点
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
と

い
え
よ
う
。『
民
情
一
新
』
に
お
い
て
「
文
明
」
は
、
十
九
世
紀
に
始
ま
る
「
近
時

の
文
明
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
実
を
な
す
の
は
産
業
革
命
が
も

た
ら
し
た
無
機
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
革
命
的
な
発
展
で

あ
る
。

そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
と
ら
え
方
自
体
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
先
に

の
べ
た
よ
う
に
、
福
沢
は
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
見
と
そ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
応
用
に
つ
い
て
は
、『
文
明
論
之
概
略
』
よ
り
は
る
か
に
早
く
か
ら
一

貫
し
て
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
は
外
国
の
文
明

の
受
容
に
お
い
て
「
外
に
見
わ
る
る
事
物
」
よ
り
も
「
内
に
存
す
る
精
神
」
が
重

視
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
蒸
気
機
関
や
電
信
と
い
う
装
置
よ
り
も
そ
れ
を
創
り
出
し

使
い
こ
な
し
た
知
性
に
関
心
が
集
中
し
て
い
た
。
さ
ら
に
『
概
略
』
は
、
ほ
と
ん

ど
全
編
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
場
合
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
議
論
」
す
な
わ
ち
、
対
面
関
係
に
お
け
る
双
方
的
な
、

話
し
こ
と
ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
民
情

一
新
』
に
お
い
て
は
、「
近
時
の
文
明
」
の
『
文
明
論
之
概
略
』
中
の
用
語
に
よ
れ

ば
「
外
形
」「
有
形
の
物
」
に
属
す
る
、「
利
器
」
が
、「
人
類
肉
体
の
禍
福
の
み
な

ら
ず
、
其
内
部
の
精
神
を
動
か
し
」
て
い
る
と
い
う
事
実
に
注
目
す
る
。『
民
情
一

新
』
の
「
補
遺
」
の
意
味
を
も
つ
草
稿
で
は
さ
ら
に
、「
近
時
の
文
明
は
有
形
の
実

物
を
以
て
無
形
の
心
情
を
顛
覆
し
た
る
も
の
と
言
う
て
可
な
ら
ん
」
と
言
い
切
っ

て
い
る
。
力
点
の
移
動
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
一
八
八
三
年（
明
治
十
六
年
）四

月
、『
時
事
新
報
』
に
載
せ
ら
れ
た
論
説
五
編（
一
六
日
「
西
洋
諸
国
の
文
明
は
其

実
物
に
就
て
之
を
見
よ
」、
一
七
日
「
文
明
開
化
の
進
歩
は
次
第
に
其
速
力
を
増

す
」、
一
九
日
「
人
事
は
有
形
の
文
明
に
由
て
左
右
す
可
し
」、
二
○
日
「
文
明
の

利
器
果
し
て
廃
す
可
き
や
」、
二
一
日
「
政
治
の
熱
心
を
誘
導
す
る
其
法
な
き
に
非

ず
」）は
一
つ
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
『
民
情
一
新
』
を
展
開
す
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
心
を
な
す
一
編
は
『
民
情
一
新
』
第
四
章
を
引
い
て
論
じ
「
人

事
は
有
形
の
文
明
に
由
て
左
右
す
可
し
」
と
題
さ
れ
て
い
る（『
福
沢
諭
吉
全
集
』

第
八
巻
、
六
○
二—

六
○
五
頁
。
以
下
八
・
六
○
二—

六
○
五
の
よ
う
に
略
記
す

る
）。 

一
八
八
八（
明
治
二
十
一
）年
の
『
時
事
新
報
』
論
説
三
編（
三
月
二
・
三
日

「
文
明
の
利
器
に
私
な
き
や
」、
三
月
二
五
日
「
志
士
を
処
す
る
の
法
」、
同
二
六
日

「
官
立
公
立
学
校
の
利
害
」）も
同
じ
く
『
民
情
一
新
』
の
命
題
の
具
体
化
を
意
図
し

て
い
る
が
そ
こ
で
も
「
今
日
の
改
進
は
寧
ろ
有
形
文
明
の
利
器
の
功
な
り
と
信
ず

る
な
り
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る（「
文
明
の
利
器
に
私
な
き
や
」
一
一
・
四
五
二
）。

こ
の
よ
う
な
力
点
の
移
動
は
定
着
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
文
明
の

利
器
を
創
り
、
ま
た
使
い
こ
な
す
知
性
よ
り
は
、「
利
器
」=

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
装

置
が
人
間
関
係
を
変
化
さ
せ
る
面
に
関
心
が
集
中
し
て
い
る
。

第
三
に
、
そ
の
よ
う
な
「
利
器
」
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
「
近
時
の
文
明
」
の

6
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)
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将
来
に
つ
い
て
の
評
価
も
変
化
す
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
『
民
情
一
新
』
第
四

章
で
は
、
人
間
関
係
に
お
け
る
「
道
理
」
の
優
位
が
社
会
の
秩
序
を
進
め
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
、『
文
明
論
之
概
略
』
に
も
一
貫
す
る
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
は
っ
き
り

と
批
判
さ
れ
、
逆
に
「
文
明
」
の
発
達
に
つ
れ
「
騒
擾
」
が
増
大
す
る
と
い
う
暗

い
ペ
シ
ミ
ズ
ム
が
の
べ
ら
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
に
先
立
つ
第
三
章
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
に
つ
い
て
「
聞
見
博
く
し
て
勇
生
ず
」
と
い
う
、『
文

明
論
之
概
略
』
に
通
じ
る
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
す
で
に
見

た
。
ま
た
「『
民
情
一
新
』
補
遺
」
で
は
、「
門
閥
専
制
」
が
力
を
ふ
る
っ
た
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
便
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
発
達
が
掘
り
崩
し
、
民
権
の
急
速
な
発
達
を
促
進
す
る
と
い
う
楽
観
的
な
予

測
を
の
べ
て
い
る
。
文
明
の
将
来
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
と
オ
プ

テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
交
錯
し
て
両
義
的
に
な
っ
た
、
も
し
く
は
、
一
方
で
は
人
間
の
非

合
理
的
な
感
情
の
増
大
と
秩
序
の
解
体
と
い
う
危
機
感
を
抱
き
な
が
ら
、
他
方
根

本
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
危
機
に
人
間
は
対
応
せ

ざ
る
を
え
な
い
、
ま
た
そ
れ
を
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
人
間
の
力
に
対

す
る
信
頼
と
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
、
変
ら
ず
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
出
来
よ

う
。こ

れ
に
対
し
て
急
激
に
変
化
し
た
の
は
、
政
治
制
度
の
構
想
で
あ
る
。『
民
情
一

新
』
の
姉
妹
編
と
い
う
べ
き
『
国
会
論
』
の
「
第
八
」
で
は
、
政
治
制
度
の
構
想

を
大
巾
に
修
正
し
た
事
情
を
は
っ
き
り
と
公
け
に
し
て
い
た
。
国
会
は
官
吏
を
除

く
人
民
か
ら
の
選
挙
に
よ
っ
て
、
政
府
は
選
挙
に
よ
ら
ぬ
官
吏
に
よ
っ
て
構
成
し
、

国
会
と
政
府
と
の
間
に
「
権
力
の
平
均
を
保
護
す
る
」（「
分
権
論
」）
制
度
を
主
張

し
て
来
た
の
を
、
議
院
内
閣
制
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
の
べ
る
政
府
と
国

会
の
「
権
力
の
平
均
」
と
い
う
構
想
は
、『
分
権
論
』（
一
八
七
六（
明
治
九
）年
執

筆
、
七
七
年
刊
行
）
で
初
め
て
明
確
な
形
に
打
ち
出
さ
れ
、『
通
俗
民
権
論
』（
一
八

七
六（
明
治
十
一
）年
）
に
う
け
つ
が
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
議
院
内
閣
制
と
い
う
構

想
自
体
が
そ
れ
ま
で
に
対
し
て
大
巾
な
変
化
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
、 

国

会
開
設
を
至
急
に
行
う
と
い
う
点
で
も
こ
の
構
想
は
そ
れ
ま
で
か
ら
大
き
く
変
っ

て
い
た
。『
文
明
論
之
概
略
』
で
も
『
分
権
論
』
で
も
、
福
沢
は
国
会
開
設
尚
早
論

を
批
判
し
、
直
ち
に
国
会
開
設
の  

準
備
を
始
め
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。 

し
か

し
そ
の
場
合
国
会
開
設
の
準
備
は
、
第
一
義
的
に
は
地
方
民
会
な
ど
で
の
訓
練
に

よ
っ
て
議
会
政
を
支
え
る
政
治
文
化
を
創
り
出
す
こ
と
を
意
味
し
た
。
直
ち
に
準

備
を
始
め
る
と
い
う
主
張
は
、 

こ
の
よ
う
な
政
治
的
訓
練
と
政
治
文
化
の
創
出
と

い
う
準
備
は
、    

相
応
の
時
間
を
必
要
と
す
る
と
い
う
認
識
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

そ
れ
が  『
民
情
一
新
』=

『
国
会
論
』
に
お
い
て
は
、
政
治
文
化
と
し
て
の「
衆
論
」

の
創
出
と
い
う
準
備
は
考
慮
せ
ず
、
直
ち
に
国
会
を
開
設
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ

て
い
た
。
国
会
開
設
に
つ
い
て
の
、
即
時
断
行
の
主
張
は
よ
り
徹
底
し
た
の
で
あ

る
。け

れ
ど
も
、
こ
こ
に
の
べ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、『
民
情
一

新
』
の
議
論
の
中
に
は
、『
文
明
論
之
概
略
』
か
ら
一
貫
し
て
変
ら
な
い
思
想
が
見

ヽ
ヽ

ら
れ
た
。『
民
情
一
新
』
第
一
章
は
「
保
守
主
義
と
進
取
の
主
義
と
は
常
に
相
対
峙

し
て
、
其
際
に
自
ら
進
歩
を
見
る
可
し
」
と
題
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、「
此
両
極

の
主
義
は…

…

各
其
働
を
顕
は
し
、
又
各
一
時
に
其
働
を
逞
ふ
す
る
こ
と
能
は
ず

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

し
て
、
相
互
に
軋
轢
し
、
其
軋
轢
錬
磨
の
際
に
、
些
少
の
進
歩
を
見
る
も
の
な
り
。

7

( 
)

8

( 
)



55

『民情一新』覚え書——官民調和論との関係において

ヽ
ヽ

若
し
両
極
の
働
、
其
平
均
を
得
ず
し
て
一
方
に
遍
し
、
天
下
の
事
物
、
頑
固
に
停

滞
し
て
動
か
ざ
る
、
若
し
く
は
遽
に
進
動
し
て
止
る
所
を
忘
る
る
と
き
は
、
大
に

人
類
の
不
幸
を
致
す
こ
と
あ
り
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
権
力
の
偏

重
」
に
対
し
て
「
文
明
の
自
由
は
他
の
自
由
を
費
し
て
買
う
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。

諸
の
権
を
許
し
、
諸
の
利
益
を
得
せ
し
め
、
諸
の
意
見
を
容
れ
、
諸
の
力
を
逞
う

せ
し
め
、
彼
我
平
均
の
間
に
在
す
る
の
み
」
と
説
い
た
『
文
明
論
之
概
略
』
の
基

本
哲
学
に
通
じ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
福
沢
に
よ
れ
ば
「
進
取
は
積
極
の
働…

…

保
守
は
消
極
の
働
き
」
で
あ
り
、「
実
の
利
益
は
積
極
に
在
て
、
此
利
益
を
取
る
の

法
を
緩
和
し
又
制
節
す
る
は
消
極
の
働
」
で
あ
っ
た
。「
進
取
」
が
原
動
力
で
あ
っ

て
、
そ
の
働
き
は
、
い
か
に
強
い
「
保
守
の
力
」
の
「
過
強
」
と
い
え
ど
も
と
ど

め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
進
歩
」
観
を
理
解
し
た
上
で
『
民
情
一
新
』
の
議
論
を
見
れ
ば

そ
こ
で
、「
進
取
」
の
「
偏
重
」
か
ら
生
じ
る
「
遽
に
進
動
し
て
止
ま
る
所
を
忘
る

る
」
過
激
と
し
て
警
戒
さ
れ
る
「
書
生
」
の
「
民
権
論
」
に
対
す
る
態
度
が
、『
文

明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
「
公
の
心
を
以
て
単
一
の
論
を
唱
」
る
が
ゆ
え
に
「
そ

の
勢
必
ず
強
盛
」
だ
と
す
る
、
攘
夷
論
に
対
す
る
そ
れ
と
似
て
い
る
こ
と
が
浮
か

び
上
っ
て
来
る
。
一
方
で
は
攘
夷
論
を
、
他
方
で
は
「
書
生
」
の
「
民
権
論
」
を
、

複
数
の
運
動
の
「
平
均
」
の
中
に
誘
導
し
、
国
民
国
家
の
形
成
と
維
持
の
中
に
統

合
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
「『
通
俗
民

権
論
』 

第
二
編
原
稿
」
は
攘
夷
論
と
民
権
論
と
を
と
も
に
「
門
閥
論
」
に
対
す
る

批
判
と
し
て
と
ら
え
て
、
そ
の
役
割
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る（
一

九
・
三
五
六—

三
五
九
）。

四

福
沢
が
「
近
時
の
文
明
」
の
展
望
を
こ
の
よ
う
に
修
正
す
る
に
当
っ
て
、
彼
は

『
民
情
一
新
』
執
筆
に
当
っ
て
参
照
し
、
そ
の
中
に
長
文
の
引
用
を
し
て
い
る
西
欧

の
書
物
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
受
け
た
だ
ろ
う
か
。
福
沢
の
重
要
な
意
味
を

も
つ
著
作
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
、
政
治
状
況
が
大
き
く
展
開
す
る
中
で
欧
米

の
す
ぐ
れ
た
書
物
に
出
あ
い
、
日
本
の
当
面
の
政
治
状
況
と
欧
米
の
書
物
と
を
い

わ
ば
つ
き
あ
わ
せ
て
読
み
抜
き
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
大
き
な
視
野

で
構
想
し
た
所
産
で
あ
っ
た
。
維
新
直
後
の
政
治
的
・
思
想
的
混
迷
の
中
で
バ
ッ

ク
ル
や
ギ
ゾ
ー
を
読
み
抜
い
て
え
た
国
民
国
家
形
成
の
構
想
が
、『
文
明
論
之
概

略
』
に
結
実
し
た
し
、
西
南
戦
争
直
前
の
士
族
の
不
満
と
反
抗
に
直
面
す
る
中
で
、

ト
ク
ビ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
と
取
り
く
ん
だ
成
果
が
、「
分
権

論
」
で
あ
っ
た
。『
民
情
一
新
』
よ
り
後
の
「
帝
室
論
」
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
英
国

憲
政
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。『
民
情
一
新
』
の
場
合
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

G

『
民
情
一
新
』
に
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、 

・
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の

J

『
植
民
論
』
と 

・
エ
ッ
カ
ー
ト
の
『
近
代
ロ
シ
ア
』
と
か
ら
か
な
り
長
い
引
用
が

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
福
沢
が
こ
の
二
冊
を
ど
う
し
て
知
っ
た
の
か
、
何
故
こ

の
二
冊
を
読
ん
だ
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
福
沢
は
、『
文
明
論
之
概
略
』
に
も
う

か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
植
民
の
問
題
に
早
く
か
ら
関
心
を
抱
い
て
い
た
か
ら
、
英

国
に
お
い
て
植
民
論
の
古
典
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
、
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の

書
物
を
知
っ
て
読
む
の
は
自
然
だ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
福
沢
自
身
が
の
べ
る
よ
う
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に
、『
植
民
論
』
の
中
で
「
下
民
」（com

m
on people

） 

や
「
役
夫
」（labourers

） 

の

不
満
と
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
や
ソ
シ
ャ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
る
は
、

た
か
だ
か
二—

三
頁
で
し
か
な
い
。
逆
に
福
沢
が
そ
こ
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
あ
る

い
は
、
そ
こ
か
ら
だ
け
引
用
し
た
の
は
、
福
沢
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
強
い
関
心

を
抱
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
福
沢
が
な
ぜ
エ
ッ
カ
ー
ト
の
ロ
シ
ア
近
代

史
に
注
目
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
全
く
手
が
か
り
が
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
云
え

る
の
は
、
こ
の
本
を
通
し
て
え
ら
れ
た
福
沢
の
帝
政
ロ
シ
ア
の
現
代
史
理
解
が
同

時
代
の
日
本
に
お
い
て
抜
群
に
深
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
本
を
と
ら

え
る
彼
の
関
心
が
『
植
民
論
』
の
場
合
と
共
通
し
て
、
き
わ
め
て
明
確
に
焦
点
を

結
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。

福
沢
の
両
著
の
理
解
に
共
通
す
る
関
心
は
、
第
一
に
、「
近
時
の
文
明
」=

十
九

世
紀
の
文
明
が
社
会
に
不
満
と
反
抗
を
も
た
ら
す
と
い
う
深
刻
な
現
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
『
植
民
論
』
に
お
い
て
は
「
下
民
」
や
「
役
夫
」
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
と

社
会
主
義
と
し
て
現
わ
れ
、
福
沢
の
英
国
民
に
お
け
る
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
や
フ
ラ

ン
ス
そ
の
他
の
諸
国
の
「
社
会
党
」（
原
文 socialism

 

こ
の
当
時
は
ふ
つ
う
「
社

会
党
」 

と
訳
さ
れ
た
）
へ
の
関
心
と
結
び
つ
い
た
。『
近
代
ロ
シ
ア
』
に
お
い
て
は
、

福
沢
の
関
心
の
焦
点
は
「
書
生
」
や
「
学
生
」
の
「
社
会
党
」「
虚
無
党
」、
そ
し

て
皇
帝
へ
の
テ
ロ
で
あ
っ
た
。

関
心
の
第
二
は
、
こ
の
よ
う
な
不
満
と
反
抗
の
原
因
と
し
て
の
、
十
九
世
紀
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
問
題
で
あ
る
。
た
だ
二
つ
の
書
物
そ
れ
自
体
で
は
、
両
方
と
も
、

「
近
時
の
文
明
」
の
「
利
器
」
の
問
題
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
は
い

な
い
。『
植
民
論
』
の
中
の
福
沢
が
引
用
す
る
部
分
は
、「
役
夫
」
や
「
貧
賎
」
の

不
満
を
問
題
に
す
る
が
、
貧
困
の
原
因
と
し
て
近
代
産
業
を
考
え
る
視
点
は
な
い
。

『
近
代
ロ
シ
ア
』
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
ら
「
社
会
党
」
の
影
響
の
急
激
な
拡
大
と
の
関

連
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
ふ
れ
る
が
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
の
は
、

も
っ
ぱ
ら
知
識
人
サ
ー
ク
ル
の
中
に
流
通
し
た
雑
誌
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

二
著
が
『
民
情
一
新
』
の
成
立
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
は
、
な
に
よ
り
も
十
九

世
紀
文
明
に
お
け
る
不
満
と
反
抗
の
劇
的
な
増
大
と
い
う
見
通
し
で
あ
り
、
そ
れ

の
原
因
を
な
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
機
能
の
指
摘
で
あ
る
が
、
後
者
は
、

前
者
に
比
べ
れ
ば
ご
く
附
随
的
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
二

著
に
促
さ
れ
て
、『
民
情
一
新
』
を
完
成
す
る
に
は
、
福
沢
自
身
の
経
験
と
思
案
と

の
比
重
が
相
当
に
大
き
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
福
沢
の
『
民
情

一
新
』
以
後
の
著
作
は
そ
の
点
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
与
え
る
。

福
沢
は
、
蒸
気
船
車
・
電
信
・
印
刷
・
郵
便
の
社
会
的
影
響
の
予
測
は
、
一

般
的
に
、「
人
智
及
ば
ざ
る
こ
と
な
り
」
と
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
未
発
達
な
日
本

に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
発
展
し
た
将
来
に
お
け
る
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
は
「
想

像
を
以
て
推
し
量
」
る
ほ
か
な
い
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
想
像
が
向
け
ら
れ
た
の

は
何
よ
り
も
貧
困
に
と
も
な
う
不
満
と
反
抗
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
前
掲
の
「
志

士
を
処
す
る
の
法
」（『
時
事
新
報
』
社
説
、
一
八
八
七（
明
治
二
十
）年
三
月
二
五

日
、
一
一
・ 

四
六
四—

四
六
六
）
で
は
、
西
欧
に
お
け
る
「
多
勢
の
貧
民
群
衆
し
」

た
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン（
表
意
集
会
と
も
訳
す
べ
し
）」
を
始
め
と
す
る

「
下
等
社
会
の
貧
民
が
一
揆
徒
党
の
沙
汰
」
や
、
そ
の
中
に
混
れ
こ
む
「
社
会
党
」

「
共
産
党
」
の
動
き
に
注
目
し
た
。
問
題
は
日
本
に
お
け
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
福
沢
は
、
経
済
発
展
の
お
く
れ
の
た
め
、「
当
分
の
処
に
は
日
本
の
貧
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民
が
一
揆
徒
党
し
て
政
治
の
妨
を
為
す
可
き
や
の
心
配
は
先
ず
以
て
無
用
な
る
可

し
」
と
い
う
判
断
を
の
べ
る
。

け
れ
ど
も
他
方
、
現
在
の
日
本
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貧
民
、
社
会
党
・
共
産

党
に
対
応
す
る
社
会
層
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、「
書
生
」
と
り
わ
け
「
学
資
も
な

く
目
的
も
な
く
漫
然
不
可
思
議
の
間
に
衣
食
す
る
者
」、
多
く
は
「
旧
藩
士
族
の
子

弟
」
で
、 「
彼
の
志
士
又
壮
士
な
ど
称
す
る
者
」
も
こ
の
層
か
ら
出
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
こ
れ
以
降
の
福
沢
の
政
治
論
の
基
調
を
な
す
に
い
た
る

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
現
れ
る
「
書
生
」「
志
士
又
壮
士
な
ど
称
す
る
者
」
が
、『
民

情
一
新
』
で
注
目
さ
れ
る
、「
居
家
を
定
め
ざ
る
書
生
」（
第
三
章
）
や
「
全
国
の
士

族
」（
第
五
章
）
に
通
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
書
生
」
や

「
士
族
」
の
「
民
権
論
」
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
お
い
て
文
明
の
将
来
の
鍵
を
に

ぎ
る
「
役
夫
」
や
「
下
民
」
の
「
社
会
党
」「
共
産
党
」
に
対
応
し
て
、
日
本
の
当

面
を
決
定
す
る
鍵
と
な
る
社
会
層
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
社
会

層
の
不
満
の
爆
発
を
未
然
に
予
防
す
る
こ
と
が
大
き
な
政
治
的
課
題
と
し
て
登
場

し
た
の
で
あ
る
。『
民
情
一
新
』
が
そ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
提
出
し
た
の
が
議

院
内
閣
制
と
政
権
交
替
の
早
急
な
実
施
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
日
本
に
お
け
る
「
書
生
」
や
「
士
族
」
の
運
動
と
、
そ
れ
を
動
か

し
た
「
近
時
の
文
明
」
の
「
利
器
」
に
つ
い
て
の
福
沢
の
ど
の
よ
う
な
経
験
が
、

『
民
情
一
新
』
執
筆
の
背
景
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
福
沢
自
身
の
説
明
は
な
い

が
、『
民
情
一
新
』=

『
国
会
論
』
に
お
い
て
、
政
治
制
度
の
構
想
に
大
き
な
修
正
を

す
る
ま
で
の
、『
分
権
論
』
か
ら
『
通
俗
民
権
論
』
に
い
た
る
執
筆
・
刊
行
の
状

況
、
お
よ
び
執
筆
の
意
図
と
そ
の
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
く
ら
か

の
手
が
か
り
が
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
福
沢
が
『
分
権
論
』
を
執
筆
し
た
の
は
、

一
八
七
六（
明
治
九
）年
十
一
月
か
ら
二
月
の
間
、
そ
の
目
的
は
相
次
ぐ
士
族
反
乱

を
経
験
し
て
、「
永
遠
を
謀
る（—

—

「
推
考
の
愛
国
心
を
永
遠
に
養
ふ
」）の
外
に
、

又
焦
眉
の
急
と
し
て
士
族
有
志
の
輩
を
処
置
す
る
の
要
務
」
に
応
じ
る
た
め
で
あ

り
、「
田
舎
の
士
族
」
に
対
す
る
新
聞
の
煽
動
力
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
っ
て
い

た
。
福
沢
が
力
を
注
い
で
執
筆
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
言
論
弾
圧
を
考

慮
し
て
こ
の
論
文
の
刊
行
を
見
あ
わ
せ
て
い
る
う
ち
に
西
南
戦
争
が
勃
発
し
、
既

に
出
来
上
っ
て
い
た
草
稿
を
よ
う
や
く
刊
行
し
た
の
は
西
南
戦
争
の
終
結
の
翌
々

月
、
一
八
七
七（
明
治
十
）年
十
一
月
で
あ
っ
た
。
福
沢
は
そ
の
頃
に
記
し
た  「
覚

書
」
で
、「
如
何
な
る
頑
固
士
族
、
封
建
党
の
極
度
と
称
す
る
者
に
て
も
、
遂
に
は

我
輩
に
降
参
す
る
に
相
違
な
し
。
唯
政
府
の
俗
吏
が
出
版
新
聞
の
法
な
ど
を
作
て

一
時
の
停
滞
を
致
す
の
み
。
薩
摩
の
乱
の
如
き
も
之
を
三
、
四
年
前
に
注
意
し
て

自
由
自
在
に
擾
撹
す
れ
ば
、
余
輩
一
本
の
一
年
を
以
て
幾
万
の
兵
を
未
発
に
防
ぐ

可
き
筈
な
り
き
。
俗
吏
の
為
す
禍
も
随
分
大
な
る
も
の
な
り
」
と
の
べ
た
。  

福
沢

の
自
己
の
言
論
の
力
へ
の
絶
大
な
自
信
と
、
そ
れ
を
妨
ま
れ
た
無
念
の
思
い
が
全

文
に
滲
み
出
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

翌
一
八
七
八（
明
治
十
一
）年
四
月
、
福
沢
は
『
通
俗
民
権
論
』
の
執
筆
を
始
め
、

六
月
に
は
脱
稿
し
た
。
福
沢
の
執
筆
開
始
よ
り
少
し
お
く
れ
て
四
月
末
か
ら
、
立

志
社
の
有
志
た
ち
は
西
日
本
一
帯
に
愛
国
社
再
興
の
大
規
模
な
遊
説
を
展
開
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
九
月
に
入
っ
て
刊
行
さ
れ
た
福
沢
『
通
俗
民
権
論
』
は
、『
分
権

論
』
の
主
張
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
、「
地
方
の
民
会
を
後
に
し
て
中
央
の
国
会
を
先

に
せ
ん
と
す
る
」
政
策
に
対
す
る
批
判
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
愛
国

8

( 
)
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よ
っ
て
行
っ
て
来
た
。
し
か
し
新
聞
の
役
割
に
つ
い
て
本
格
的
に
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
、『
民
情
一
新
』
を
受
け
る
『
国
会

論
』 

が
『
郵
便
報
知
新
聞
』
紙
上
に
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
十
四
日
ま
で
十
一

回
、
八
月
十
八
日
の
「
国
会
論
に
就
て
大
方
の
教
を
乞
う
」
ま
で
含
め
れ
ば
十
二

回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

な
構
想
が
背
景
に
あ
っ
て
、
や
が
て
政
府
側
か
ら
の
新
聞
発
行
の
計
画
を
も
ち
か

け
ら
れ
る
と
積
極
的
に
応
じ
、
こ
れ
が
挫
折
す
る
と
、
自
ら
『
時
事
新
報
』
刊
行

に
ふ
み
切
る（
一
八
八
二（
明
治
十
五
）年
三
月
一
日
）に
い
た
る
の
で
あ
る
。

五

こ
う
し
て
、
士
族
・
書
生
の
民
権
運
動
の
展
開
に
、「
十
数
年
の
未
来
を
臆
測
し

て
」
先
制
的
・
予
防
的
な
対
応
を
は
か
る
具
体
的
構
想
と
し
て
う
ち
出
さ
れ
た
の

が
、『
民
情
一
新
』
で
示
唆
さ
れ
『
国
会
論
』
で
具
体
化
さ
れ
た
議
院
内
閣
制
と
政

権
交
替
で
あ
っ
た
。
福
沢
の
官
民
調
和
論
の
着
想
の
事
情
と
そ
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
福
沢
自
身
の
回
想
的
な
説
明
も
一
義
的
で
は
な
く
、
研
究
者
の
理
解
も
分
か

れ
て
い
る
が
、
文
明
論
的
な
世
界
史
の
理
解
の
変
化
と
関
連
し
て
い
る
面
を
重
視

す
る
な
ら
、『
民
情
一
新
』
お
よ
び
『
国
会
論
』
と
『
国
会
論
・
後
編
』
の
性
格
を

も
っ
た
『
時
事
小
言
』
を
も
っ
て
、
官
民
調
和
論
の
形
成
と
と
ら
え
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。 

だ
が
わ
ず
か
四
年
前
の
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
、「
文
明
」
の
世

界
史
の
相
の
も
と
に
お
け
る
国
民
国
家
形
成
の
構
想
に
比
べ
る
と
、『
民
情
一
新
』

に
お
け
る
文
明
の
世
界
史
の
修
正
と
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
国
民
国
家
統
合
の
構
想

に
は
、
あ
る
種
の
早
急
さ
と
未
完
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

社
の
路
線
に
対
す
る
明
白
な
対
決
を
意
味
し
た
。
け
れ
ど
も
政
治
状
況
の
展
開
は
、

福
沢
の
意
図
に
反
し
た
。
一
八
七
九（
明
治
十
二
）年
三
月
に
始
ま
っ
た
全
国
各
地

の
府
県
会
開
設
は
、  

福
沢
の
主
張
に
沿
う
も
の
だ
っ
た
が
、
愛
国
社
を
中
心
と
す

る
民
権
運
動
の
主
流
は
、
地
方
民
会
で
の
活
動
を
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
国
会
開
設
に

迫
る
と
い
う
よ
り
は
、 
一
挙
に
国
会
開
設
を
目
ざ
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
年
三

月
の
愛
国
社
第
二
大
会
に
は
、
そ
の
勢
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
福
沢
は
、
お
そ
く

と
も
こ
の
頃
ま
で
に
は
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
『
植
民
論
』
と
エ
ッ
カ
ー
ト
の

『
近
代
ロ
シ
ア
』
を
読
ん
で
お
り
、
病
気
と
偽
っ
て
時
間
を
ひ
ね
り
出
し
、『
民
情

一
新
』
の
執
筆
に
か
か
っ
た
の
は
、
こ
の
後
五
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
福
沢
が
士
族

反
乱
か
ら
士
族
民
権
ま
で
一
貫
し
て
士
族
の
動
向
を
、
政
治
状
況
の
決
定
的
な
要

因
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
を
誘
導
す
る
の
に
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
、
そ
の
武
器

と
し
て
の
言
論
の
力
に
大
き
な
自
信
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し

か
も
そ
の
よ
う
な
福
沢
の
活
動
は
挫
折
し
、
彼
は
そ
れ
ま
で
、
意
図
し
た
政
治
制

度
の
構
想
を
放
棄
し
、
政
治
路
線
を
大
幅
に
修
正
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

福
沢
が
『
植
民
論
』
と
『
近
代
ロ
シ
ア
』
に
出
あ
っ
た
の
は
こ
の
さ
中
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
書
物
を
通
し
て
、
福
沢
は
お
そ
ら
く
日
本
に
お
け
る
士

族
・
書
生
の
動
き
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
社
会
党
・
虚
無
党
や
「
労
役
者
」

の
運
動
と
を
重
ね
あ
わ
せ
て
考
え
、
士
族
・
書
生
の
運
動
を
「
近
時
の
文
明
」
の

世
界
史
の
相
の
下
で
と
ら
え
、
そ
れ
に
対
す
る
先
制
的
な
対
応
を
構
想
す
る
に
い

た
っ
た
だ
ろ
う
。
彼
は
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
運
動
を
組
織
す
る
武
器
と
し
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
り
わ
け
新
聞
の
意
味
を
再
確
認
し
た
で
あ
ろ
う
。

福
沢
は
そ
れ
ま
で
、
重
要
な
主
張
は
、
小
さ
く
と
も
書
物
を
書
き
下
す
こ
と
に
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『
文
明
論
之
概
略
』
も
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
民
国
家
の
形
成
が
困
難
に
直
面
す

る
と
い
う
状
況
を
ふ
ま
え
て
著
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
う
ち
出
さ
れ
た
国
民
国

家
形
成
の
構
想
は
、
個
々
の
政
治
的
出
来
事
を
こ
え
た
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の

で
あ
っ
た
。
福
沢
は
そ
の
た
め
に
一
年
以
上
諸
事
を
投
げ
う
っ
て
、
こ
の
本
の
執

筆
に
専
念
し
た
。「
今
、
国
に
事
あ
れ
ば
、
そ
の
事
の
鋒
先
に
当
て
即
時
に
可
否
を

決
す
る
は
政
府
の
任
な
れ
ど
も
、
平
生
世
上
の
形
成
を
察
し
て
将
来
の
用
意
を
為

し
、
あ
る
い
は
そ
の
事
を
来
た
し
あ
る
い
は
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
は
学
者
の
職
分

な
り
」（『
文
明
論
之
概
略
』
第
四
章
）。『
文
明
論
之
概
略
』
執
筆
当
時
の
福
沢
は
、

知
識
人
の
固
有
の
任
務
と
し
て
の
、
世
界
史
の
理
解
に
も
と
づ
く
長
期
の
構
想
に

つ
い
て
、 

満
々
た
る
自
身
を
も
っ
て
語
っ
て
い
た
。

『
民
情
一
新
』
の
場
合
は
、
こ
れ
と
か
な
り
様
子
を
異
に
す
る
。
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
い
堅
固
な
文
明
史=

世
界
史
を
構
想
す
る
と
い
う
企
て
が
、
始
め
か
ら
あ
っ
た

と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
具
体
的
な
政
治
的
出
来
事
の
衝
撃
に

迫
ら
れ
、
そ
の
中
で
外
国
の
書
物
と
出
会
い
、
そ
の
結
果
、
そ
の
よ
う
な
出
来
事

の
世
界
史
的
な
意
味
を
考
え
る
よ
う
促
さ
れ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
先
進

の
西
洋
諸
国
で
も
、「
文
明
の
利
器
」
が
も
た
ら
す
結
果
に
つ
い
て
「
狼
狽
」
し

「
朝
野
共
に
未
だ
其
方
向
を
得
ざ
る
や
明
な
り
」
だ
と
い
う
。
日
本
に
つ
い
て
は
な

お
の
こ
と
「
想
像
を
以
て
今
後
の
変
化
を
推
し
量
」
り
、「
唯
十
数
年
の
未
来
を
憶

測
」
す
る
ほ
か
は
な
い
。『
文
明
論
之
概
略
』
か
ら
わ
ず
か
四
年
の
後
、
福
沢
の
世

界
史
の
将
来
に
つ
い
て
の
見
方
は
、
世
界
史
の
変
化
の
急
激
さ
に
衝
撃
を
受
け
、

予
測
の
可
能
性
に
つ
い
て
よ
り
控
え
目
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
福

沢
は
、『
民
情
一
新
』
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
将
来
構
想
を
考
え
る
の
に
も
、
四
年

前
『
文
明
論
之
概
略
』
を
執
筆
し
た
時
ほ
ど
に
時
間
を
割
い
て
集
中
す
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。
今
日
残
さ
れ
て
い
る
福
沢
の
書
面
に
よ
れ
ば
『
民
情
一
新
』
の

脱
稿
は
一
八
七
九（
明
治
十
二
）年
七
月
八
日
、
そ
れ
ま
で
三
十
数
日
、
仮
病
を
つ

か
っ
て
執
筆
に
集
中
す
る
こ
と
が
出
来
た
に
と
ど
ま
っ
た
。『
文
明
論
之
概
略
』
執

筆
の
際
と
は
事
情
が
大
き
く
変
っ
て
い
た
。

わ
ず
か
四
年
前
『
文
明
論
之
概
略
』
を
執
筆
し
た
お
り
の
福
沢
は
、
世
界
史
の

将
来
を
予
見
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
論
と
政
府
を
指
導
す
る
と
い
う
自
己
の
知
識

人
と
し
て
の
任
務
に
つ
い
て
、
自
信
を
以
て
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
『
分
権
論
』

『
通
俗
民
権
論
』
か
ら
『
民
情
一
新
』
に
か
け
て
の
執
筆
状
況
を
か
え
り
み
れ
ば
、

急
速
な
歴
史
の
展
開
が
、
い
わ
ば
福
沢
を
追
い
か
け
追
い
こ
し
て
い
る
の
に
対
し
、

福
沢
は
将
来
の
予
測
可
能
性
に
つ
い
て
よ
り
慎
重
あ
る
い
は
悲
観
的
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
歴
史
の
展
開
が
急
速
に
な
る
中
で
福
沢
は
か

つ
て
『
文
明
論
之
概
略
』
執
筆
の
た
め
に
一
年
以
上
を
割
く
こ
と
が
出
来
た
の
に

対
し
、『
民
情
一
新
』
の
た
め
に
は
一
ヶ
月
余
り
集
中
す
る
こ
と
が
出
来
た
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
ま
た
福
沢
が
コ
ミ
ッ
ト
し
た
歴
史
の
展
開
の
速

度
が
早
ま
り
、
福
沢
に
も
は
や
多
く
の
余
裕
を
与
え
な
く
な
っ
た
と
云
う
こ
と
が

出
来
よ
う
。
こ
れ
以
後
福
沢
の
公
に
さ
れ
た
著
作
は
、
最
晩
年
の
『
福
翁
自
伝
』

や
『
福
翁
百
話
』『
百
余
話
』
を
別
と
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
、
新
聞
に
載
せ
ら
れ

た
も
の
か
、
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
福
沢
が
『
民
情
一
新
』
に
力
を
こ
め
、
米
国
留
学
中
の

子
、
一
太
郎
・
捨
次
郎
兄
弟
に
英
訳
の
上
米
国
で
出
版
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
ほ

ど
、
こ
の
小
さ
い
書
物
に
自
信
を
抱
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
民
情
一
新
』

9

( 
)
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を
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
未
完
の
問
題
提
起
に
と
ど
め
た
。『
民
情
一
新
』
に
お
い
て

福
沢
が
提
出
し
た
問
題
は
、「
文
明
」
史
の
原
理
論
の
次
元
で
も
、
同
時
代
に
対
す

る
政
治
構
想
の
次
元
で
も
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
そ
の
後
の
著
作

を
ま
っ
て
、
お
り
に
ふ
れ
て
さ
ら
に
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

『
民
情
一
新
』
と
そ
れ
を
承
け
た
『
国
会
論
』
に
展
開
さ
れ
る
、
議
院
内
閣
制
と

政
権
交
替
と
い
う
政
治
制
度
の
構
想
が
、
官
民
調
和
論
の
中
心
を
な
す
こ
と
は
、

大
方
に
あ
ま
り
異
存
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治

制
度
の
構
想
が
官
民
調
和
論
の
全
て
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。『
民
情
一
新
』

の
三
年
後
に
書
い
た
「
時
勢
問
答
」（『
時
事
新
報
』
社
説
、
一
八
八
二（
明
治
十
五
）

年
六
月
二
十
三
日—

七
月
八
日
、
八
・
一
八
○—
二
○
四
頁
）
は
、
ロ
シ
ア
・
ド
イ

ツ
の
み
な
ら
ず
、
英
・
米
に
も
い
ち
じ
る
し
く
な
っ
た
「
官
民
軋
轢
」
を
い
か
に

し
て
「
和
」
し
う
る
か
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
福
沢
は
、『
民
情
一
新
』
の

四
、
五
章
か
ら
長
文
の
引
用
を
行
っ
た
上
で
、
人
民
の
う
ち
の
「
政
府
を
羨
む
の
念

を
断
た
し
む
る
に
在
り
」
と
い
う
答
え
を
出
す
。
し
か
し
、「
今
の
政
治
の
熱
世
界

に
於
て
天
下
の
人
民
を
し
て
政
府
の
地
位
を
羨
む
の
念
を
断
た
し
め
ん
と
す
る
は

到
底
能
く
す
可
き
に
非
」
ず
。「
こ
れ
を
正
面
よ
り
制
止
せ
ん
と
す
る
も
固
よ
り
人

力
の
能
く
可
き
所
に
あ
ら
ざ
れ
ば
」、「
唯
其
政
治
の
念
を
分
て
一
向
一
心
な
ら
し

め
ざ
る
の
法
を
求
め
」、「
唯
其
心
事
を
転
じ
て
方
向
を
多
端
な
ら
し
む
る
こ
と
緊

要
な
る
の
み
」
と
さ
れ
た
。

そ
の
方
法
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
た
か
。
福
沢
に
よ
れ
ば
、
人
民
が
政
府
を
羨
む

の
も
、
政
治
熱
も
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
諸
国
に
も
共
通
の
現
象
で
あ
る
。

英
米
と
日
本
と
の
ち
が
い
は
、
英
米
に
お
い
て
は
政
治
が
社
会
全
領
域
の
一
部
を

占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
宗
教
・
学
問
・
経
済
・
産
業
な
ど
諸
分
野
が
「
繁
多
」
に
分

化
し
、 

政
治
社
会
に
拮
抗
し
て
人
民
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
所
に
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
と
る
可
き
方
策
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
文
明
の
勢
に
乗
じ

て
益
社
会
の
組
織
を
盛
大
に
し
、
文
学
技
芸
な
り
、
商
売
工
業
な
り
、
之
を
進
め

て
政
治
社
会
外
に
独
立
せ
し
め
、
以
て
志
士
安
身
の
区
域
を
広
く
す
る
の
み
」。
し

か
し
日
本
で
は
、
人
民
の
資
力
が
貧
困
で
こ
れ
ら
諸
文
化
領
域
の
自
立
し
た
発
展

が
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
福
沢
が
注
目
し
た
の
は
帝
室
の
機
能
で
あ
り
、
帝
室
が

こ
れ
ら
文
化
領
域
で
の
活
動
を
奨
励
し
て
「
天
下
の
学
士
を
篭
絡
し
、
文
学
技
芸

の
別
世
界
を
開
く
の
一
事
」
に
期
待
を
懸
け
た
。
そ
れ
は
、
福
沢
が
こ
の
論
説
の

直
前
「
帝
室
論
」
で
主
張
し
た
帝
室
の
役
割
を
う
け
て
い
た
。
先
に
あ
げ
た
、
一

八
九
三
年（
明
治
十
六
）年
四
月
の
一
連
の
論
説
の
結
論
を
な
す
「
政
治
の
熱
心
を

誘
導
す
る
其
怯
な
き
に
非
ず
」
も
、「
政
治
以
外
に
名
の
源
を
開
」
い
て
、「
学
者

書
生
」
の
政
治
熱
を
「
誘
導
」
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
。

こ
れ
は
政
治
制
度
論
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
前
提
を
な
す
文
化
な
い
し
価
値
体

系
の
改
革
論
と
い
え
よ
う
。
こ
の
論
説
は
全
体
と
し
て
、「
心
事
」
と
「
働
」
と
の

「
単
一
」
か
ら
「
繁
多
」
へ
、「
権
力
の
偏
重
」
か
ら
「
文
明
の
自
由
」
へ
と
い
う
、

『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
歴
史
の
像
を
反
映
し
て
い
た
。

注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
政
治
社
外
」
に
「
志
士
安
身
の
区
域
を

広
く
す
る
」
と
い
う
文
化
の
改
革
の
議
論
が
、
そ
れ
に
連
動
す
る
議
会
論
を
伴
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
私
権
論
」（『
時
事
新
報
』
論
説
、
一
八
八
七

（
明
治
二
十
）年
十
月
六
、
八
、
十
、
十
一
、
十
二
日
）。「
人
民
の
私
権
を
堅
固
に

す
る
は
立
國
の
大
本
に
し
て
、
之
に
政
権
を
得
せ
し
む
る
は
第
二
の
要
な
り
と
云
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は
ざ
る
を
得
ず
。
抑
も
國
民
が
政
権
に
参
與
し
て
然
る
可
し
と
の
道
理
を
の
べ
ん

に
、…

…
一
國
社
會
に
政
府
を
立
る
は
、
其
群
を
成
し
た
る
人
民
の
便
利
の
為
め

に
こ
そ
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
其
便
不
便
に
付
て
は
本
人
た
る
人
民
の
當
さ
に
嘴

を
容
る
可
き
筈
な
り
と
て
、 

扨
は
人
民
代
議
の
論
も
起
り
、
凡
そ
國
法
を
議
定
す

る
の
権
柄
は
獨
り
少
数
の
人
に
任
す
可
き
に
あ
ら
ず
と
し
て
、
國
會
な
る
も
の
を

作
り
、
人
民
の
集
ま
り
て
法
を
議
し
法
を
作
る
こ
と
あ
り
、
即
ち
政
権
に
参
與
す

る
も
の
な
り
。…

…

例
へ
ば
國
民
が
政
府
の
下
に
立
て
其
法
律
の
命
ず
る
所
に
従

ひ
又
納
税
の
義
務
を
負
担
す
る
は
、
主
治
者
に
支
配
せ
ら
る
る
も
の
な
れ
ど
も
、

其
法
律
と
云
ひ
又
納
税
の
法
と
云
ひ
、
最
前
こ
れ
を
議
定
す
る
と
き
に
は
人
民
も

其
議
に
参
り
、
自
分
の
満
足
す
る
所
に
て
定
め
た
る
も
の
な
れ
ば
、
取
り
も
直
さ

ず
自
分
の
法
を
以
て
自
分
を
支
配
し
、
自
分
の
思
ふ
所
を
以
て
自
分
に
命
ず
る
に

異
な
ら
ず
。
是
れ
立
憲
代
議
政
体
の
大
主
義
な
り
。
然
る
に
今
國
中
に
私
権
の
基

礎
固
か
ら
ず
し
て
、
人
民
は
自
か
ら
其
身
の
位
を
重
ん
ず
る
を
知
ら
ず
。…

…

今

の
日
本
國
人
は
政
権
の
事
を
喋
々
し
て
参
政
云
々
の
論
に
熱
す
る
よ
り
も
、
近
く

一
身
の
私
権
を
衛
る
の
工
風
こ
そ
肝
要
な
る
可
し
。…

…

私
権
は
内
な
り
、
政
権

は
外
な
り
。
我
輩
は
先
ず
内
の
自
衛
を
強
固
に
し
て
、
然
る
後
に
外
に
勤
め
ん
と

欲
す
る
者
な
り
。  …

…

西
洋
諸
國
の
人
民
は
、
既
に
己
に
自
身
の
位
の
重
き
を
知

り
、
其
身
に
属
す
る
私
権
の
大
切
な
る
を
悟
り
、
其
自
衛
の
為
め
に
遂
に
政
権
の

部
内
に
入
ら
ん
こ
と
を
求
め
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
我
日
本
國
に
於
て
は
未
だ
私

権
論
の
發
達
を
見
ず
し
て
、  

俄
に
政
権
論
の
盛
な
る
を
得
た
り
。…

…

」。
こ
こ
に

「
政
権
の
事
を
喋
々
し
て
参
政
云
々
の
論
に
熱
す
る
よ
り
も
、
近
く
一
身
の
私
権
を

衛
る
の
工
夫
こ
そ
肝
要
な
る
可
し
」
と
い
う
一
節
が
、「
時
勢
問
答
」
に
お
け
る

「
政
府
の
地
位
を
羨
む
の
念
」
を
「
政
治
社
外
」
に
誘
導
す
る
と
い
う
議
論
に
連
続

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
私
権
論
」
の
議
論
が
ま
た
『
文
明
論
之
概
略
』
の
基
本
的
な
主
張
を
う

け
て
い
る
こ
と
も
ま
た
明
瞭
で
あ
る
。『
概
略
』
第
九
章
で
は
「
英
仏
そ
の
他
の

國
々
に
お
い
て
中
等
の
人
民
、
次
第
に
富
を
致
し
て
、
随
て
ま
た
そ
の
品
行
を
高

く
し
、
議
院
等
に
あ
り
て
論
説
の
喧
し
き
も
の
あ
る
も
、
た
だ
政
府
の
権
を
争
う

て
小
民
を
圧
制
す
る
の
力
を
貪
ら
ん
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
自
ら
自
分
の
地
位
の
利

を
全
う
し
て
、
他
人
の
圧
制
を
圧
制
せ
ん
が
た
め
る
勉
強
す
る
の
趣
意
の
み
」  

と

の
べ
ら
れ
て
い
た
。

「
私
権
論
」
の
「
未
だ
私
権
論
の
発
達
を
見
ず
し
て
、
俄
に
政
権
論
の
盛
な
る
」

に
対
す
る
批
判
は
、『
概
略
』
の
「
た
だ
政
府
の
権
を
争
ふ
て
小
民
を
圧
制
す
る
の

力
を
貪
ら
ん
と
す
」
る
の
に
対
す
る
批
判
を
受
け
、「
時
勢
問
答
」
の
「
政
府
の
地

位
を
羨
む
の
念
」
へ
の
批
判
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
そ
し

て
、「
私
権
論
」
に
お
け
る
「
自
ら
其
身
の
位
を
重
ん
」
じ
「
近
く
一
身
の
私
権
を

得
る
」
態
度
の
す
す
め
が
、『
概
略
』
に
お
け
る
「
自
ら
自
分
の
地
位
の
利
を
全

う
」
す
る
営
み
の
す
す
め
に
通
じ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。『
文
明
論
之
概

略
』
の
比
喩
を
か
り
れ
ば
、「
政
府
の
地
位
を
羨
の
念
」
の
亢
進
に
対
し
て
、
政
権

参
加
の
門
戸
を
開
い
て
、
い
わ
ば
ガ
ス
抜
き
を
は
か
る
、『
民
情
一
新
』・『
国
会

論
』
の
議
院
内
閣
制
・
政
権
交
替
は
、
政
府
が
行
う
「
外
科
の
術
」
で
あ
り
、
い

わ
ば
対
症
療
法
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
、「
時
勢
問
答
」
以
下
に
の
べ
ら
れ

た
文
化
の
改
革
は
、「
学
者
」
が
と
り
組
む
べ
き
社
会
の
基
礎
的
な
体
質
改
善
、

「
養
生
の
法
」
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
「
私
権
論
」
で
の
べ
ら
れ
る
議
会
論
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は
、「
時
勢
問
答
」
で
説
か
れ
る
よ
う
な
政
治
文
化
の
改
革
を
ま
っ
て
成
り
立
ち
う

J

S

る
。『
民
情
一
新
』・『
国
会
論
』
に
展
開
さ
れ
た
議
院
内
閣
制
が
、 

・ 

・
ミ
ル

の
こ
と
ば
を
か
り
れ
ば
「
他
の
人
々
の
上
に
権
力
を
ふ
る
い
た
い
と
い
う
欲
望
」

に
対
応
す
る
と
す
れ
ば
、「
私
権
論
」
の
そ
れ
は
、
ミ
ル
の
「
自
分
自
身
の
上
に
権

力
を
ふ
る
わ
れ
る
の
を
嫌
う
気
持
」
を
前
提
に
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
制
度
と

し
て
は
、  

同
じ
議
院
内
閣
制
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
前
提
す
る
政
治
文
化
は
ほ
と
ん

ど
対
蹠
的
で
あ
る
。
福
沢
は
、『
民
情
一
新
』・『
国
会
論
』
的
な
「
外
科
の
術
」
に

よ
っ
て
士
族
民
権
的
な
政
権
熱
に
ガ
ス
抜
き
を
は
か
り
つ
つ
、
い
ず
れ
は
「
私
権

論
」  

に
お
け
る
よ
う
な
、  

私
権
の
自
己
防
衛
の
制
度
と
し
て
の
議
会
へ
変
化
さ
せ

る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
福
沢
は
、
こ
の
領
域
で
の
改
革
論
を

そ
の
後
も
一
貫
し
て
進
め
て
い
た
。
官
民
調
和
論
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
議
会

制
と
い
う
制
度
論
か
ら
、  

政
治
以
前
の
領
域
、
文
化
の
領
域
に
ま
で
わ
た
る
も
の

で
あ
り
、   

官
民
調
和
論
に
お
け
る
議
会
制
論
も
一
義
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ

う
。  

こ
う
し
て
問
題
は
自
ら 『
民
情
一
新
』
に
お
け
る
「
文
明
」
論
の
次
元
に
連

な
っ
て
ゆ
く
。

既
に
見
た
よ
う
に
『
民
情
一
新
』
に
お
い
て
福
沢
は
、『
文
明
論
之
概
略
』
の
中

心
命
題
に
、
大
胆
な
修
正
を
企
て
た
。『
文
明
論
之
概
略
』
で
は
、
人
間
の
知
性
が

「
恐
怖
」、「
依
頼
」、「
嫉
妬
」、「
惑
溺
」
と
い
っ
た
感
情
を
克
服
し
て
ゆ
く
過
程
が

文
明
で
あ
っ
た
。
歴
史
の
将
来
は
基
本
的
に
智
の
勝
利
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

『
民
情
一
新
』
で
は
こ
れ
が
大
き
く
修
正
さ
れ
る
。「
近
時
の
文
明
」
の
「
利
器
」

が
社
界
的
「
不
平
」
と
「
官
民
の
軋
轢
」
と
い
っ
た
不
満
の
感
情
を
激
化
す
る
と

い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
、「
利
器
」
の
社
会
的
効
果
が
「
利
器
」
を
発
明
し
実
用
に
供
し

た
者
の
制
御
を
こ
え
て
暴
走
し
「
狼
狽
」
を
も
た
ら
す
と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
、

暗
い
見
通
し
が
示
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
と
併
行
し
て
福
沢
は
、
文
明
の
「
利

器
」
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
「
聞
見
博
く
し
て
勇
生
ず
」、
す
な
わ
ち
智
が
勇
気
を
生

み
出
す
と
い
う
『
文
明
論
之
概
略
』
の
基
本
的
な
命
題
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
、

明
る
い
展
望
を
も
描
き
出
す
。
以
上
を
と
り
あ
げ
た
だ
け
で
も
『
民
情
一
新
』
に

お
け
る
文
明
論
は
『
文
明
論
之
概
略
』
の
そ
れ
か
ら
の
連
続
な
い
し
発
展
と
根
本

的
な
変
化
と
の
両
方
向
を
示
す
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

加
え
て
、『
文
明
論
之
概
略
』
の
文
明
論
を
修
正
す
る
、
十
九
世
紀
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
効
果
に
つ
い
て
の
驚
く
べ
く
早
い
鋭
い
認
識
も
、
直
観
的
な
洞
察
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
発
生
す
る
過
程
に
つ
い
て
の
分
析
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
。「
心
波
情
海
、
滔
々
」、
あ
る
い
は
「
国
の
全
面
を
翻
し
て
一
場

の
都
会
に
変
じ
」
る
と
い
っ
た
キ
イ
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
い
か
に
も
福
沢
ら
し
く

鋭
い
洞
察
と
卓
抜
な
表
現
能
力
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
近
代
産
業
文
明
を

迎
え
よ
う
と
す
る
日
本
に
お
い
て
、
早
く
も
近
代
後
期
の
問
題
を
見
通
し
て
い
る

お
も
む
き
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
状

況
が
ど
の
よ
う
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
。
と
り
わ
け
、
産
業
革
命
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
革
命
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
分
析
は
ほ
と
ん
ど

無
い
。

『
民
情
一
新
』
の
文
明
論
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
両
義
性
と
未
完
性
と
は
、『
民

情
一
新
』
と
そ
れ
に
続
く
一
連
の
政
治
論
に
も
関
連
す
る
。
先
に
の
べ
た
よ
う
に

小
論
で
は
『
民
情
一
新
』
の
文
明
論
の
次
元
に
お
け
る
変
化
に
注
目
し
、
こ
れ
に

起
因
す
る
政
治
論
の
新
し
い
展
開
を
福
沢
の
官
民
調
和
論
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

10

( 
)

11

( 
)
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『民情一新』覚え書——官民調和論との関係において

に
し
た
。
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
た
場
合
に
、『
民
情
一
新
』
に
お
け
る
文
明
論
の
大

き
な
修
正
と
直
接
に
結
び
つ
く
、
議
院
内
閣
制
と
政
権
交
替
の
構
想
が
官
民
調
和

論
の
中
心
を
な
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
す
で
に

見
た
よ
う
に
、
政
権
熱
の
亢
進
に
対
す
る
い
わ
ば
対
症
療
法
と
し
て
構
想
さ
れ
て

お
り
、
政
治
文
化
の
改
革
に
よ
る
、
よ
り
長
期
的
か
つ
基
本
的
な
対
応
を
ま
つ
も

の
で
あ
っ
た
。
後
者
が
『
文
明
論
之
概
略
』
か
ら
連
続
し
て
い
る
文
明
論
に
基
礎

を
お
い
て
い
る
こ
と
も
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
『
民
情
一
新
』
以
降
の
議

会
論
に
お
い
て
も
、 

私
権
の
擁
護
を
忘
れ
た
政
権
熱
の
亢
進
へ
の
ガ
ス
抜
き
的
な

対
応
と
い
う
構
想
と
併
行
し
て
、
私
権
の
擁
護
の
た
め
の
政
治
参
加
と
い
う
、『
文

明
論
之
概
略
』
以
来
一
貫
し
た
文
明
論
に
根
ざ
し
た
議
会
論
が
見
ら
れ
た
。
こ
の

面
で
も
官
民
調
和
論
に
お
け
る
政
治
制
度
の
構
想
は
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
く
、

多
義
的
あ
る
い
は
重
層
的
だ
と
い
え
よ
う
。

以
上
小
論
で
は
、『
民
情
一
新
』
と
そ
れ
に
結
び
つ
く
一
連
の
著
作
を
手
が
か
り

に
『
民
情
一
新
』
に
お
け
る
文
明
論
の
新
し
い
展
開
と
、
政
治
論
の
転
換
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
こ
の
よ
う
な
検
討
は
、
一
八
八
○
年
代
以
降
の
福
沢
の
政
治
構
想

と
文
明
論
の
理
解
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
八
○
年
代
以
降

の
政
治
論
・
文
明
論
の
分
析
を
進
め
る
中
で
、
あ
わ
せ
て
『
民
情
一
新
』
に
つ
い

て
も
再
考
す
る
こ
と
が
、
次
の
課
題
で
あ
る
。

注

1
（ 

）
は
じ
め
、『
民
情
一
新
』・『
旧
藩
情
』
と
『
福
沢
全
集
緒
言
』
と
を
合
せ
た
選
文
集

（
常
松
書 

房
、
一
九
四
七
年
）の
解
題
と
し
て
執
筆
さ
れ
、
改
稿
の
上
雑
誌
『
新
文
明
』

（
一
九
六
二
年
）
に
掲
載
。
小
泉
は
そ
の
後
、『
民
情
一
新
』
に
引
か
れ
る
「
一
八
七
○

年
英
国
刊
行
エ
カ
ル
ド
氏
著
の
魯
西
亜
近
世
史
」
の
同
定
を
行
っ
て
「
発
見
」（『
新
文

明
』
一
九
六
二
年
十
二
月
）「『
発
見
』
の
つ
づ
き
」（
同
、
一
九
六
三
年
三
月
）
を
書
い

た
。
三
篇
と
も
『
小
泉
信
三
全
集
』
第
一
九
巻（
文
芸
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
）に
収

録
。
な
お
『
福
澤
諭
吉
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
六
年
、『
小
泉
信
三
全
集
』
第 

二
一
巻

に
収
録
）
の
第
四
章
「
福
澤
の
歴
史
観
」
も
、
前
記
論
文
「
福
澤
諭
吉
の
歴
史
観
」
を

補
う
。

2
（ 

）
坂
野
「
政
治
的
自
由
主
義
の
挫
折
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
一
七
巻（
岩
波
書2

店
、 

一
九
九
四
年
）、
な
お
、
同
著
者
の 

「
総
論
」（『
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
』 

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
を
も
参
照
。
伊
藤
「
明
治
十
四
年
の
政
変
と
『
人
心
』

教
導
構
想
」（
上
・
下
）『
同
志
社
法
学
』
一
四
八
号（
一
九
七
七
年
九
月
）、
二
三
六
号

（
一
九
九
四
年
五
月
）。

3
（ 

）
正
式
な
タ
イ
ト
ル
は A

 V
iew

 of the A
rt of C

olonization, w
ith P

resent R
efference

to the B
ritish E

m
pire; in L

etters betw
een a statcsm

an and a C
olonist, edited by

（one of the w
riters

） E
dw

ard G
ibbon W

akefi
eld 

（L
ondon : John W

. P
arker,

1849

）.

『
民
情
一
新
』
に
引
か
れ
る
の
は
、 C

olonist 

か
ら
の
第
一
二
書
簡
、 

六
七
頁
。

4
（
　
）
く
わ
し
く
は
、M

odern  R
ussia:  C

om
prising  R

ussia  under  A
lexander  II.

R
ussian C

om
m

unism
. T

he G
reek O

rthodox church and its S
ects. T

he B
altic

P
rovinces of R

ussia. B
y D

r. Julius E
ckardt. 

（L
ondon: S

m
ith, E

lder &
 C

o., 15,

W
aterloo P

lace.  1870

）. 

前
記
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
四
つ
の
論
文
か
ら
な

る
三
百
数
ペ
ー
ジ
の
書
物
で
あ
る
が
、
福
沢
が
参
照
し
た
の
は
第
一
論
文
で
あ
る
。

5
（ 

）
唐
代
名
臣
に
つ
い
て
は
、
唐
書
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
幕
府
諸
老
中
諸
勝
手

方
の
在
職
に
つ
い
て
は
自
ら
調
べ
た
資
料
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
挿
入
さ
れ
た
別

紙
に
は
、
五
代
や
明
朝
の
事
例
に
つ
い
て
調
べ
た
メ
モ
が
あ
り
、
全
集
第
二
十
一
巻
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。

6
（ 
）
一
九
・
二
六
三
頁
。
こ
の
草
稿
の
性
質
に
つ
い
て
は
次
注
を
参
照
。

7
（ 
）
〔「
民
情
一
新
」
補
遺
〕
一
九
・
二
六
三
頁
。
ち
な
み
に
こ
の
無
題
の
草
稿
断
片
は
、

文
中
に
「
本
編
の
旨
を
全
ふ
し
て
兼
て
又
一
新
論
の
補
遺
に
供
す
る
の
み
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
「『
民
情
一
新
』
補
遺
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、「
此
事
は
本
年
八
月
発
兌
し

た
る
拙
著
民
情
一
新
に
記
し
た
れ
ば
」
と 

い
う
一
節
も
あ
る
。
し
か
し
「
本
編
の
旨

を
全
ふ
し
て
」
の
「
本
論
」
と
は
、
前
年
刊
行
し
た
『
通
俗
民
権
論
』
を
さ
し
、
こ
の
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草
稿
は
こ
れ
に
対
す
る
第
二
編
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

他
に
〔「
通
俗
民
権
論
」
第
二
編
原
稿
〕
と
仮
に
題
さ
れ
る
断
片
が
一
九
・
二
五
三—

二
五
九
頁
に
あ
る
が
、
両
編
は
キ
イ
ワ
ー
ド
や
論
旨
で
通
じ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点

な
お
、『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四 

巻
六
九
二
頁
の
『
通
俗
民
権
論
』
の
解
題
を
も
参
照
。

『
民
情
一
新
』 
を
う
け
る
両
編
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
が
民
権
を
発
展

さ
せ
る
と
い
う
オ
プ
テ
ィ
ス
ム
と
民
権
運
動
へ
の
支
持
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
お
り
、

『
民
情
一
新
』  
が
含
む
現
実
政
治
に
対
す
る
政
策
を
理
解
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

8
（ 

）
た
と
え
ば
「
貧
富
論
」（『
時
事
新
報
』
一
八
九
一（
明
治
二
十
四
）年
社
説
四
月
二
十

七
日—

五
月
二
十
一
日
社
説
。
貧
富
の
「
衝
突
破
裂
」
の
見
通
し
に
つ
い
て
「
貧
富
相

対
し
、
直
接
に
接
し
て
、
苦
痛
を
感
ず
る
者
は
、
実
業
家
の
貧
な
る
者…

…

な
れ
ど

も
、
破
裂
の
端
を
発
す
る
者
は
工
商
な
ら
ず
し
て
、
却
て
直
接
の
関
係
な
き
士
族
書
生

の
流
よ
り
事
端
を
開
く
こ
と
な
ら
ん
と
予
期
せ
ざ
る
を
得
ず
」
と
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

政
治
経
済
問
題
に
つ
い
て
活
動
す
る
の
は
利
害
関
係
を
有
す
る
当
事
者
で
は
な
く
て
、

「
財
産
も
な
く
土
地
も
な
く
唯
一
片
の
志
を
所
有
す
る
人
物
」
で
あ
る
と
い
う
「
主
客

を
異
に
し
て
運
動
す
る
近
日
の
様
」
を
福
沢
は
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
。

9
（ 

）
野
手
一
郎
宛
一
八
七
九（
明
治
十
二
）年
七
月
二
十
日
付
、
猪
飼
麻
次
郎
宛
同
年
八
月

一
五
日
付
、
原
時
行
宛
同
八
月
二
十
五
日
付
、
奥
平
毎
次
郎
宛
同
八
月
二
十
八
日
付
、

各
書
簡（
一
七
巻
）、
お
よ
び
「
民
情
一
新
稿
成
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
と
そ
の
解
説

（
二
○
巻
）を
参
照
。

10
（ 

）

J.S
. M

ill, C
onsiderations on R

epresentative G
overnm

ent 

（E
verym

an’s

L
ibrary

）, p.213.

山
下
重
一 

訳
『
代
議
政
治
論
』（『
世
界
の
名
著
三
八

ベ
ン
サ

J

S

ム
・ 

・ 

・
ミ
ル
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
）
三
九
九
頁
。
福
沢
の
「
人
民
の

領
分
を
広
め
ん
と
す
る
に
非
ず
し
て
、
政
府
の
権
を
分
て
共
に
弄
ば
ん
と
欲
す
る
に
過

ぎ
」
ざ
る
「
今
の
民
撰
議
院
論
」
に
対
す
る
批
判
と
、
そ
れ
が
福
沢
が
読
ん
だ
『
代
議

政
治
論
』
の
本
文
に
引
い
た
一
節
と
は
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
推
測
に
つ
い

て
、
拙
稿
「
公
議
興
論
と
討
論
の
あ
い
だ
」『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
一
九
（
一
九
九
二
年
）

参
照
。

11
（ 

）
た
と
え
ば
「
今
の
世
界
の
人
数
は
、
常
に
理
と
情
と
の
間
に
彷
徨
し
て
帰
す
る
所
を

知
ら
ず…

…

細
事 

は
理
に
依
頼
し
て
、
大
事
は
情
に
由
て
成
る
の
風
な
れ
ば
其
情
海

の
波
に 

乗
ぜ
ら
れ
て
、
非
常
の
挙
動
に
及
ぶ
も…

…

」
と
い
っ
た
人
間
の
行
動
に
お

け
る
感
情
の
役
割
の
重
視
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
著
作
に
お
け
る
下
層
階
級
の
行
動
の
非

合
理
性
の
強
調
に
接
し
て
共
感
し
、
さ
ら
に
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
福
沢
が

「
帝
室
論
」
執
筆
に
当
っ
て
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
英
国
憲
政
論
』
に
示
唆
さ
れ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
福
沢
が
こ
の
論
説
の
中
で
直
接
に
参
照
し
て
い
る
の
は
、
バ

ジ
ョ
ッ
ト
の
王
室
の
尊
厳
的
部
分
と
し
て
の
効
用
で
あ
る
。
福
沢
は
明
示
的
に
は
論
及

し
て
い
な
い
が
、
バ
ジ
ョ
ト
の
王
室
の
尊
厳
的
部
分
と
し
て
の
役
割
へ
の
注
目
の
背
景

に
は
、
下
層
階
級
の
非
合
理
性
に
つ
い
て
の
さ
め
た
認
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。


